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解　題

　第191号（昭和12年４月15日発行）の「満州郷土画譜79」から、第200号（昭和12年９月１日発行）までの
執筆記事と作品を掲載している。ただし第200号は途中までとなった。
　昭和12年９月に、「満鉄沿線郷土玩具案内」を共同執筆した須知善一らとともに結成した「満州郷土色研究会」
から冊子『苦力素描』が発行されている。６人ほどの画家が参加したが、当然ながらその中心は巳八郎である。
本稿は『協和』掲載の作品や文章を紹介するものなので、『苦力素描』をすべて紹介できないが、ここに巳八郎
作品の一部を紹介しておく（国立国会図書館蔵本による）。

　左は表紙。右は「苦力長屋」と題された巳八郎の文章とともに掲載されている。画中には「撫順　苦力運搬汽車」
とある。興味深いのは「6.6.15」の日付である。巳八郎が『協和』に登場し、苦力を精力的に取材していた最初
期、昭和６年６月である。その場で描いた生の素描がもつスピード感や臨場感にあふれ、６年前に『協和』に掲
載されていた挿絵も素描風ながら、実は細かに整えられていたことが理解されるだろう。

（なかやまきいちろう　福岡市美術館　総館長）

凡　例　
１　甲斐巳八郎の挿絵や記事が掲載された『協和』の号数（発行年月日）を見出しとし、掲載順に配した。掲載ページは省略した。
２　自筆記事、挿絵や作品には通し番号をつけて№で示した。最終的には、№は『協和』に掲載された全作品点数とほぼ一致する。
３　活字化されたタイトルや署名などがある場合は、№のあとに［　］で記した。ない場合は、［なし］とした。
４　活字化されたタイトルや署名とは別に画中に文字や署名があり、判読可能な場合は「　」で記した。
５　ルポルタージュなどの自筆記事は、タイトル等のあとに全文を掲載し、挿絵をそのあとに配したが、紙面の効率上、先に挿絵や写真等を掲載する場合もある。

文章の旧漢字、旧仮名遣いは意味が異ならないかぎり現代表記に改めた。地名、固有名詞等はそのまま記した。原文は、グラビアページの文章以外はほ
ぼ総ルビであるが、本稿では必要に応じて一部を残し、他は省略した。明らかな誤植は（ママ）としたが、意味が通じる範囲で訂正しなかった。

６　作品や記事の理解の助けとなる情報、語句解説などは、適宜＊印で記した。
７　挿絵は原寸ではなく、それぞれ縮尺は異なる。
８　原本の文字が縦組の場合も、本稿では横組とした。

【資料紹介】　満州の甲斐巳八郎
雑誌『協和』掲載挿絵・執筆記事⑦

中山喜一朗
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第191号（昭和12年４月15日発行）
№ 203［満州郷土画譜79　衣服　―男―］
　現在の支那服は満州朝が漢民族を征服した時、帰順
の証拠として男子に辮髪させたと同時に、男は服装も
改めた為、悉くが満州人の服装であるが、女子は昔の
儘の漢人の服装を慣用している。蒙古人も、清朝に属
していたので服装は殆ど似通ったものであるが、北方
に住むオロチョンのなかでも、川オロチョン

ゝ ゝ ゝ ゝ ゝ ゝ

と言われ
ている河岸に住むオロチョンは、川魚の皮を今日なお
常用しているなど、原始生活を現今に持続している珍
しい一例であろう。もっと古い時代には羽衣が唯一の
被服であったと言われているが、次の時代に羽毛が毛
皮に変り、今日棲林族のオロチョンが着用しているの
は、その頃のまゝを慣用されているものではなかろう
かと思われる。
　長い時代に民族興亡は広範囲の地域に亙って繰返さ
れ、服装も今日の支那服となるまでには幾度か変化に
変化を重ねてきたものであろうが、服装の変遷につい
ては充分な調査が遂げられていないので知ることがで
きない。
　支那服は実用衛生の上から見て、世界中で一番合理
的に出来上っていると言われ、体裁にしてもいま一息
の工夫が加えられたら、女子の被服としても見事なも
のが想像され得る。日本や西欧の衣服に較べると、日
本服は寛大に過ぎ、洋服は緊搾されていて各欠点があ
るが、支那服は恰度この中間を生かしてあって、冬は
暖かく夏は涼しく、頗る簡便に出来ている。また如何
なる模様、色合のものも無制限に自由である点と、型
も日本服や洋服よりも勝手に変えることの出来る自由
さがある。それでついでながら満州の郷土化運動中最
も緊急な日本婦人の被服の改良を、一日も早く支那服
のもう一段の工夫にまって実現されたいものである。
　次に現在一般に着用されている支那服は下着に褲

ター

子
ツ

（ズボン）を先ず着用し上に小
シャオ

褂
コア

子
ツ

（下着）を着る。最
近この二つはメリヤス（満州では衛星着と言っている）
が流行してから半々位に着用されている。次に套

タオ

褲
クー

は
ズボン下即ち褲子の上に着るもので、ズボンの上部両
側後部を斜に裁断した様な形で、恰度日本の小兒の股
引に似ている。種類は単

ひとえ

、袷
あわせ

の二種で裏毛のついたの
もある。苦力の如きは冬でも素裸身の上に直ぐこの套

褲を着用している。付属品としては足首を縛る套
タオ

褲
クー

帯
タイ

がある。次は日本の胴着に類するもので襖
アオ

というのが
ある。これにも袷、綿入、毛皮製などがあり、この上
に外衣として、袍

パオ

子
ツ

や馬
マー

褂兒を着る。夏分なら長褂子
（大褂子）を着る。これは単

ひとえ

物にきまっている。袍子は
長褂子の冬物で、やはり胴衣のように袷、綿入、毛皮
裏製の種類があり、馬褂兒は日本の羽織に相当するも
ので、長さは腰の辺りまで、近来は着用するものが少
なくなったように思われる。それから最近これもあま
り用いられないが、日本のチャンチャンコとか袖なし
に類する背

ペイ

心子またの名を坎
カン

肩
チェ

兒
ヌル

というのがある。種
類は単、袷、綿入、毛皮の四種。襟が対

トイ

襟
チヌ

と言って普
通のチョッキのように前の中央で合わすものと、ダブ
ルチョッキのように横で合わす大

ター

襟
チヌ

との二種類がある。
猿股や褌のようなものはもともとしないのであるが、
この頃では中流以上の階級になると洋服との二重生活
をし、メリヤスとか猿股を常用するようになって来て
いる模様である。（巳八郎）
№ 203－１～５
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№ 203－６［清朝時代の官服一例］

№ 203－７～８［写真２点］［長褂子］ ［上衣は馬褂
兒］

№ 203－９～ 14［写真６点］右上［小褂子］右下［馬
褂子］中上［棉襖］中下［■襖］左上［褲子］左下［套褲］

＊№ 203－６は図中の書き込みにあるように『清俗紀
聞』（江戸時代寛政年間に長崎奉行によって編纂された
図版が数多く掲載された聞き書きで、内閣文庫本など
の同図は美麗な手彩色があるが、本来は巳八郎が写し
たような線描の墨版のみ）を写したものだろう。文字
も含め細部まで原本に忠実に写しているが「藍雲縀肩
文武各官司」には文字が抜けている。正確には「藍雲
縀（披）肩文武各官司」である。ただ、庶民的な服装
の記述になぜ上級の官服の図を入れたかは説明されて
いない。
＊№ 203－９～ 14の写真は巳八郎が撮影したのでは
なく、なにかを複写したものではないかとも考えられ、
印刷も悪くて詳細がよくわからないが一応掲載した。

第192号（昭和12年５月１日発行）
№ 204［満州郷土画譜80　結髪　―女―］
　男の場合には満州人が漢人を辮髪させたが、革命は
逆に漢人が満州人を降服し、迫害を逃れる為に満州人
女は結髪を漢人に似せて避難したと言われ、その為に
満州古来の旗

チー

粧
チョワン

と言われる、即ち両把兒頭、一把兒頭、
架子頭等の結髪は漸次行われなくなり、今日ではほと
んど廃滅に近い状態である。以来漢人の勢力は文化か
ら風俗まで満州人を漢人化し、稀に婚礼とか廟会など
に見ることがあっても、そのなかには満漢何れとも判
別の出来ないものが多いようである。
　支那の結髪のはじまりは燧人氏という婦人が羊毛で
髪を結び、竹を笄としたと伝えられているそうである
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が、竹を使用しているから、これは南支那の伝説では
ないかと思われる。何と言っても支那は大国であり、
その上に多種民族の寄合世帯であって、天下は次々に
異なった民族が覇権を握り、結婚も服飾と同じく複雑
多様を極め、結髪も歴史的に遡っての考察は困難なこ
とである。
　小兒から順序を追ってゆくと、生まれて三日目に男
女ともその生

うぶ

毛
げ

を剃る風習がある。これを剃
デイ

胎
タイ

毛
マオ

と
言って、剃った胎毛は日本の臍の緒と同じく大切に保
存し、これを枕の下に敷くと病魔除になるとされてい
る。それから一ヶ月足らずして剃髪をすると、半年も
すれば真黒な毛が生ずる。支那人に比較的赤毛のない
のはこれが為ではないかと言われている。次に前頭部
に円形か方形の毛を残し、その周囲を剃り落す。円い
方を桃子式、四角の方を四方式と言っている。猶漸次
長くなるに従ってその先を赤糸等で結び、可愛いお河
童さんが出来るのは日本とよく似ている。生後一年も
経つと髪の毛も稍長くなるので、月代を剃り、その周
囲に幅二寸程の形に髪を残す。これを劉

リュウ

海
ハイ

髪
ファー

という。
四、五才位になると三ヶ所にも五ヶ所にも短い毛を赤
紐で結んで上方或いは横にピンと立てゝいるのをまだ
田舎では見うけることがある。十歳にもなると、日本
のお下

さ

げのように。これも四、五才の女兒がするよう
に横或いは頂

てっ

ぺんから長く垂れている。十才を過ぎる
と二本三本というのはない、一本きりである。お下
げの日本と異なった点は前髪の短毛を前額に垂らし、
種々の形で劉海髪を残し生かしていることである。お
下げは十七、八歳の嫁入前まで続けられるが、ただ赤
紐で結ぶのが唯一の髪飾りの用をなし、よほどの近代
かぶれでない限り娘時代は造花を挿したり、髪をちぢ
らしたりするものはない。一度結婚すると古い形式ほ
ど頭髪を飾るのが習慣になっている。最近は簡単な束
髪が多いようであるが、束髪していても前額の垂髪は
残したものが多く、次に額を深く剃り上げて鬘のよう
な髪をしているのがあるが、これは嫁入すると日本で
オハグロ
4 4 4 4

といって歯を黒く染めたと同じような意味で、
額の生毛（毫

ハオ

毛
マオ

）を抜く習慣を行ったものである。額
の生毛を抜くことを開

カイ

瞼
リェン

と言っている。以上が現今満
州人漢人の間に一般に行われている結髪である。
　漢人の古い結髪は満州人の旗粧に対して漢

ハン

粧
チョワン

と言っ

て現に喜鵲尾兒、天寶鬢兒、平三套、高冠兒等が残っ
ている。
　蒙古人は至極簡単で、未婚者は前額を中央に分け後
頭でその残余の分を辮髪にする、既婚者は旗に依って
多少の相違はあるが、やはり未婚者のように前額中央
で二つに分け、二分した髪を一つづゝ編んでその端を
折畳み、中央を緊く結び、耳後に垂れ、笄を横に挿し、
珊瑚珠の根掛けに類する長いものを髪に巻きつけ、後
頭部には金属の装飾を垂れる。他に二本のお下げを左
右から胸部に垂らしているのもある。しかし半漢民族
化した蒙古人は束髪に結っているのもあり、一見漢人
と見違え易い。
　都会地に住む漢人の髪は世界各地の風習と流行をと
り入れたと言ってよいくらい千差万別で、年齢により、
階級により、職業によって異なるところは何処も変り
がない。（巳八郎）
№ 204－１中央「蒙古人」左上「喜雀尾頭（漢人）」
左下「鬼兒愁」右上「愛似頭」右下「雙辮頭」

№ 204－２～ 20［写真19点］左から順に［旗頭（満）］
［餑々又は圓頭（満）］［両把兒頭（満）］［長頭（満）］［叉
字頭（満）］［長頭（満）］［八旗頭（満）］［劉海（二歳）］［大
辮（十三歳）］［劉海（四歳）］［元寶頭（二十四、五歳）］

［歪毛兒（五歳）］［元寶頭（二十六、七歳）］［三門角（七
歳）］［盤頭（三十歳）］［劉海（八歳）］［燕尾剪頭（三十五、
六歳）］［中分辨（九歳）］［頂盤頭（四十歳）］
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＊風俗研究家ならいざしらず、画家による髪の結い方
に関するレポートとしては相当に詳細で、好奇心旺盛
な巳八郎らしい。本来であればすべて自らのスケッチ
で構成したかったのかもしれない。写真の大半も、年
齢の書き込みなどから彼自身の撮影と思われる。

第193号（昭和12年５月15日発行）
№ 204［満州郷土画譜81　農家］
　古史考に「巣氏あり気を構えて巣となす」とあるから、
支那人も昔は樹上に巣食っていたものらしい。ものも
のしく歴史に出てくる皇帝なども、二千年も遡ると、
今日からは想像も出来ぬほどお粗末な宮殿に住んでい
たに違いない。今日未だ穴居を営む地方があり、天幕
を持って移動する遊牧民族がある大国のことだから探
せばいくらでも二千年三千年昔の形態を残している住
居を見ることが出来るだろう。
　先ず手近なところから、南満の農家を拾ってみた。
場所は大連大正広場の電車停留所と、大西山貯水地の
中間、屋根の黍殻の他は悉く石で固めた南向きに同じ
構への、如何にも実利本位に作られた十軒余りの小農
部落である。部落の前道路脇に共同井戸と同じく共同
の蹍子があってよく整頓された否美術的部落は、石で
うち固めた火事には強く、箱のようなつくりは安上り
で、泥棒にも要塞堅固に構えている。
　突ッつきの門と言っても、ただ人の通れるだけに石
垣が途切れているというていのもの、左に「泰山石敢當」
の悪魔除けがあり、門をくぐると左右に物置、右物置
のお隣りが馬小屋、お次が側堂になっている。側堂は
本来ならば側室（妾

めかけ

）の部屋であるが。ここでは家長
の弟か息子夫婦らしいのが住んでいる。正前は正堂と
言って家長の住むところ、ここは正面の戸をはいると
真暗な部屋の右左隅に二つの釡があり、東隣りの部屋
は客庁と言って主人が住み、客を迎える一番大切な部
屋でもある。西隣りの部屋は別棟の側堂より一階級上
のものが住む部屋で、一家のうちに家長の弟と息子が
居た場合は、弟がこの部屋に住み、妾なら第二夫人が
住むということになろう。それから再び正堂を外に出
て庭の西側にまるい石を畳んで石垣にした豚小屋があ
り、隣りに表に寄って物置、或いは物置が馬小屋となっ
ている家もある。それと前庭を持っているのがこの部
落に二軒あった。前庭とは物置と大門の間に石塀がつ
くられ、これを二門と称して、この間に相当ひろい庭
がとられてある。　巳八郎
＊黍殻（キビガラ）とはトウモロコシの茎の皮を剥い
だ髄のことで、模型などを作る材料として用いられる。
藁葺のように黍殻で葺いた屋根の意味だろう。
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＊以下の写真13点は全体が半円になるように変形ト
リミングして配置されている。番号が振られたネーム
一覧があり、その順序は、内側の右上からその下、中
心の半円、外側左側から右上までの反時計回りの順に
なっている。１点づつ掲載すると相当にスペースを消
費するため図版としては小さくなるが、ページのレイ
アウト自体も巳八郎のデザインであると思われるので
全体を掲載した。
№ 204－１～ 13写真13点 ［１ 石で畳んだ豚小屋］ 

［２ 前庭のある農家］［３ 「石敢當」のある石づくり
の農家］［４ 共同井戸］［５ 共同用の碾子］＊碾

てん

子
し

は
石臼のこと［６ 馬小屋と秣入］［７ 石門の向って左
側につくられた魔除］［８ 窓の一例］［９ 竈］［10 竈］

［11 正堂 東隣の客庁］［12 11の炕と向かいあってい
る床］＊炕

かん

はオンドルのこと［13 向って右側が東側
の側堂と物置、正前が正堂］

№ 204－14 ～ 16図面と説明文＊図に正堂や豚小屋、
馬小屋などの名称が記入されているが省略する。 第194号（昭和12年６月１日発行）

№ 205［満州郷土画譜82　民家］
　大連近江町に二十年から居住する親子四人の、月収
六十円の印刷工（日本人経営）の住居である。漢人は
日本文化の蔭に僅かに自分達の生活を営んでいるのが
大連の現状であるが、異なった民族がながく一つとこ
ろに生活する社会は何時の間にかお互いのものが家庭
生活にまで及び、容易に自分等の習俗を変えぬ漢人も、
一歩一歩が日本的になってきているのを見逃すことは
出来ない。殊に大連は日本文化を最も色濃く建設した、
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満州の代表都市であるから、同じ民族でも特に大連の
漢人の民家として見ていただきたい。
　住居は裏店の安上りの六畳位の二間きり、周囲は同
じくバラックに近い安普請の支那家屋が、ビッシリ背
中合せに建ち込んで、じめじめしていて如何にも不潔
を思わせる。
　家の表はやっと歩行の出来る二尺ばかりの路地で、
路地を隔てた向かい側は他の家の背面になっていて、
炊事場はこの背中に喰いついて、お粗末な雨漏りしな
い程度のものがつくりつけてある。炊事場は今一つ簡
易になると、居室のなかにつくられ焚く火は炕床の炕
に利用されているのがある。
　上図に示しているように、右の入口をはいると接客
兼子供の部屋があり、下図に見える舗が子供二人の寝
台になっている。隣りが主人夫婦の居間で、どの部屋
もまず戸袋がないのが目立つ、それで家のなかにある
悉くのものがさらけ出ている。安物ばかりの調度であ
るが、軸物から鏡、椅子などが整然と配置よろしきを
得ているのは心よい。しかし一切合切がシンメトリッ
クに並んでいるのが、日本人には一寸堅くるしい。
　この穴倉式不衛生家屋も、別の意味では盗賊にそな
えよく、安上りに出来る点、またこれほどヒシヒシ押
し寄った都会地の家屋に火事が少ないのは、用心もさ
ることながら、使用されているものに木材が少ないの
もその要因であろう。
　室内に入って突き当りが一番美しく飾られていると
ころ、そこには必ず鏡が置かれているのは、外来者へ
の見得と、鏡は悪魔除けを意味し、考えくるとなかな
か実利本位に出来上っているようである。
　彼らは夏間になると、穴倉のような部屋のなかにい
るのをさけて外に出て涼を入れる。それで満人街の夏
の夜の歩道は歩きもならぬ位である。しかし冬間の厳
寒を考えると、夏の暑さは南満なら風があるので外で
過ごすことができるが、寒さにはどこまでも寒さに勝
つだけの設備を加えなければならぬので、都会地に住
む満人の住居が不衛生であるのは、収入などから考え
無理のないことでもある。　巳八郎
＊給料の額や詳細な取材、遠慮のない表現からして『協
和』を手掛ける印刷工の家かもしれない。
№ 205－１～２「客屋」「臥室」＊図に室内のあれこ

れについて名称が書き込まれているが省略する。

№ 205－３～ 11写真９点

205－３［路地裏入口］
205－４［客屋より臥室の
正面を望む］

205－５［臥室正面の飾り］205－６［臥室の炕床］

205－７［客屋正門の四聯］ 205－８［客屋の舗（寝台）］
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205－９［客屋の皮箱その他の飾り］205－10［厨
房の簾子と窯］

205－11［厨房の水瓢と水缸］＊水瓢は瓢箪を二つ
に割って作った水ひしゃく。水缸は水がめのこと

第195号（昭和12年６月15日発行）
№ 206［満州郷土画譜83　平房子（ピンファンズ）］
　一見なんの変哲もない、マッチ箱を並べたような家
屋であるが、あまりにも変化のないのが却って特徴と
なり、卑近にみられる満州色豊かなものとして、囤積
と共に第一にあげるべきものであろう。南満では瓦房
店、萬家嶺、松樹の付近は列車の中から平房子ばかり
の街が見られ、満鉄線を北行すると次第に少なくなっ
てゆくようである。私の見た範囲では、西は洮南から
北に進めば齊齊哈爾の泥土で固めた平房子、東の奉山
線方面は至るところに、これも泥土のものが多い。城
市としては山海關、錦縣、熊岳城など城内の家屋の殆
どが貨車の連続したのを見るようである。北支は山西
省のずっと田舎に至るまで平房子があるが、満州は駅
付近か鉄道の沿線に近いほど多く、遠ざかれば見当た
らなくなってくる。
　今日では恰も満州特有の住宅であるかの感さえ抱か
せる平房子であるが、支那住宅志に村田治郎氏の書か
れたものを見ると、『平房は満州現在到る處に見え満
州固有の住宅形式であるかのように考えらるゝが自分
の見たところでは、元来満州には見なかった形なので、
その証拠は今から百五十年許り前（乾隆四十五年）に
朝鮮の使が満州を通過した時、是に随って行った文人
があって、後に熱河日記を著したが、そのなかに現在

錦州近くのある村から「無背の屋」が始まったと記し
ている。即ち鴨緑江を渡り、鳳凰城、奉天、遼陽と進
んだ連中で、未だ見なかった平房が錦州に来てはじめ
て見えたというので大変珍しかったのだろう。…』
　右のように述べ、更に、『つまり平房は北方漢人種の
文化を表徴するものであって、満州朝廷の中期以降に
流れ込んだ開墾移民と共に盛んになったもので、満州
古来の住宅ではなかったのである。構造を見るに、大
きな木材を要せず、泥土をかためた日乾煉瓦が重要な
材料であって、これは煉瓦又は粘土によって作る必要
のある地方から発生し、且つ流行する形式である。こ
の事が現在の満州でも明瞭に判って、木材の少ない地
方に平房が多く、吉林、安東などの様な木材の多い處
では、是は余り行われないのである。…』
　と記してあるから、満州に平房がかくも至るところ
に分布されたのは実はせいぜい百五十年そこらの歴史
しかないと見なければならぬ。　巳八郎
№ 206－１「正面入口　熊岳城B　木材と煉瓦を使用
した平房家屋」図中の説明は省略
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№ 206－２「熊岳城Bの窓ぎわ」図中の説明は省略

№ 206－３「煉瓦づくりの平房の家屋　熊岳城A」

№ 206－４［熊岳城々内］「巳八郎」

№ 206－５～８写真４点［写真上三枚・海城・下蘆平］

第196号（昭和12年７月１日発行）
№ 207［満州郷土画譜84　旧家］
　満州の旧家としては決して代表的なものではないが、
一頃張作霖が住んでいた家でもあり北平転出後は東北
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軍の官房になっていたという興味も手伝って、写し
とってみた。家はせいぜい百年までのもので張作霖は
先住者から買いとったものだと言われている。隣りは
揚宇霆が殺されたので有名な、もと学良の洋館が現在
満州国国立図書館になっていて、この家のなかに四庫
全書が一杯詰っているので、室内は往時の跡を見るこ
とができないが、他は東北軍閥時代のまゝ残っている。
　使用されている建築材料は、煉瓦（灰色）と石（主に黒）
が目立ち、木材、瓦が既定の場所に在る他は漆喰の類
は殆ど使用されていない模様である。
　正面の影壁横の入口から順次奥を観てゆくと、大門
と向い合って大きな影壁があり、影壁の正面に小さな
縦形の枠に赤で「鴻喜」の文字が目立つ。文字の両脇
に下馬石があり、この前の大門には、表扉に見事な門
神が描かれている。門前には栓馬石が二つ、大門の両
側には門房（門番または親戚友人を住まわせる）、門房
から斜前に抛拉檣が突出している。大門を過ぎると次
の二門（儀門とも称う）。この間石畳の院子の東西に
は同じ形の厨房陪房がある。儀門の表扉（大門に向っ
て）には蝙蝠の絵、裏扉には「壽」の文字を図案化し
て描かれてある。儀門は大門の扉とは全く違った位置
と違った形をしているので扉とは言えないかも知れぬ。
儀門を通ると再び院子で、東西に廂房（廂房には近親
者または蓄妾を住わせる）がある。儀門と向いあった
ところが過廳（過廳は部屋を通過するという意味で、
第三番目の門）東側が客廳（応接室）、西側が正房。過
廳をくぐって次の院子に出ると、東西に廂房（前と同じ）
正面が正廳、入口を房門と称っている。正廳は主人の
部屋で、正廳の両翼が耳房と言って台所下男、下女の
部屋になっている。
　正廳と塀との狭い場所には板で安値なこしらえの
ボーイ部屋があり、西廂房裏の塀との狭い空地には、
これも粗末な、この家とは凡そ不釣り合いな便所があ
る。
　他に見過ごすことの出来ないものに、走廊の柱の台
石である柱礎の彫刻と、窓下の走廊に接した腰壁が黒
い石で張られ、これに花模様の浮彫が施されたのがあ
り、今一つは窓の上に通風器らしい、紙張りの日本の
行燈を思わせるものに、没骨で描かれた草花が、一つ
も破れずに残っていた。　巳八郎

＊揚宇霆は清末民初の軍人。北京政府奉天派に属し、
張作霖が関東軍に爆殺された後は張学良と権力争いを
展開したが、1929年（民国18年）１月、張学良に緊
急逮捕され、即座に銃殺に処された。

№ 207－１［旧家］図中の説明は省略

№ 207－２～ 13写真12点（全部で16点あるが、巳
八郎が撮影したと考えられるものだけを掲載した。印
刷状態が悪く、暗部はほぼつぶれている）
№ 207－２～４［上より・大門にえがかれた門神・
大門前の栓馬石・廂房や正房の窓枠の模様］
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№ 207－５［西側耳房の通風器（紙張りの日本の行
燈のような趣がある）］

№ 207－６～８［上より正廳、正面を房門と言う・
過廳・正廳窓下の黒い石に刻まれた花模様］

№ 207－９～ 11［上より・東側の抛拉檣・儀門・走廊］

№ 207－12［影壁と上馬石、左側長方形の枠には鴻
喜と書いてある］
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№ 207－13［東側の陪房と厨房］

第197号（昭和12年７月15日発行）
№ 208［満州郷土画譜85　厨房］
　厨房のはじまりは、太昊伏義が帝となって、民に熟
食を教えたのにはじまっていると言われている。それ
までは、生物を食わぬ支那人も生物ばかりを食ってい
たので厨房の必要がなかったのであろう。
　厨房は家の大小、家族の数、貧富に依り、地方風土
気候で異なっているのは建物の場合と変わりはない。
写真は奉天城徳勝門外に在る、満州旗人王氏（現安東
省長）の厨房で、建物は新しく、満州建築の特徴は殆
ど皆無と言ってよい位、漢人の好みで、厨房もまた同
様であるから、漢人上層階級の台所として扱いたい。
厨房の隣室は厨子夫婦の部屋でこれ位の家になると、
厨子、門番を養っている。
　イの下二図は蘆平城外に住む間借人の四十を二つ三
つ越した独身者の部屋で、粗末ではあるが独身者でも
年とっている為か、整頓の行届いた点は日本人の間借
して炊事している独身者と比較して見ると興味がある。
尤も同じ間借でも、日本は襖一重の隔りで、同じ玄関
に下駄をぬいで、一つ家に住むのであるから、日本家
屋の間借人の炊事と言えば、言わば屋上屋の炊事場で、
この点大いに異るところがある。
　料理に多くの油を使用する為に、厨房内部が燻って
いるのは当然であるが、どんなところを覗いて見ても
日本の田舎の旧家に見るような、磨きのかかった竈は
見たことがないが、満州旗人の古い家には日本の台所
に似通ったものがあって、非常に美しいと聞いている
ので次の機会に見て置きたいと思っている。
　竈神を祀るのは元来漢人のものであるが、王家の厨

房にも漢人の家に見る竈神が祀ってあるから、漢人と
の接触の長い歴史は建物と同じく漢人の習俗に倣った
ものであろう。
　燃料もところに依り家に依って違うが、王家に見る
ような、丈の高い方の竈には練炭を焚き、低い方の鉄
鍋のかゝっている方には高梁稈を焚くのが普通である
支那料理屋のような、燃料の多く要るところでは普通
の泥と粉炭とをショベルに半々に入れて竈にほり込ん
でいる。巳八郎
№ 208－１「奉天城徳勝門外現安東省長王家の厨房」
画中の説明は省略

№ 208－２（平面図）図中の説明は省略
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№ 208－３「独身者の炊事場を示す（間借）㋑」図
中の説明は省略

№ 208－４「蘆平東四街にてうつす」「㋑の西側面炊
事場」図中の説明は省略

№ 208－４ 写真６点　説明はないが、おそらく前半
３点が王家の台所で、後半３枚が独身者の台所

　

第198号（昭和12年８月１日発行）
№ 209［満州郷土画譜86　金州城］
　城内は城の雛形とでも言いたい。見るからに小さく
纏まった平和境である。城門のなかでは、わたしは東
の春和門が好きだ。あの辺は埃ッぽくて、靴がポクポ
ク土に埋り込むような道であるが土の色と城壁が同じ
色に乾ききっていて、どうかすると重苦しい城壁が粉
のように浮いて見える。夏の強烈な空には弱々しく今
にも空に吸いこまれてゆくようや調子である。
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　城内からの鈴の音がして、暫らくすると土煙りが円
い城門からふき出すように舞い上がると、赤色の総

ふさ

を、
鼻面から尾ッポまでつけた馬がヌッと現われる。しか
しこれは蒲鉾馬車であって、乗っているのは紅衣の姑
娘であって欲しい。
　次に北の永安門を出て、地獄極楽で有名な天斎廟と
は反対に左寄の墓地のある附近から、三崎山への道中
もよい。河原には洗濯がやっとなにあう程度の水溜り
がある位で、円い石塊が採っても採っても採り尽せぬ
ほどある。河原の両側は柳の茂林で右上にかすかに北
の城壁が見え、その上に大和尚山の威容が、悉くが弱
い景観のなかに別物のようにそそりたっている。
　金州は美人の生れるところというがたしかに美人は
多いようだ。吾々は日本の鐘紡の女工さんに、滅多に
美人を見ないが金州の内外錦には喫驚するほどの美人
を見る。そうしてどの女工さんも綺麗だ。金州女は昔
から妾が多いというが、ほんとうのことは知らない。

（巳八郎）
№ 209「金州　巳八郎」

＊微に入り細を穿った最近の情報過多ぎみの「満州郷
土画譜」にあって、久しぶりに抒情的かつ絵画的な内
容になっている。巳八郎もたまにはこうした誌面で一
息つきたくなったのかもしれない。

第200号（昭和12年９月１日発行）
№ 210［満州郷土画譜87　碧山荘］
　名前ほど立派なものではないが、独身苦力を年中
一万人から、多いときは一万六、七千も収容していて、

創立以来三十年になろうとしている今日まで、事なく
然も驚くべき労働力を発揮させている、その統制力と、
苦力の従順には一考すべきものがある。現在の敷地総
坪が三八、三七七坪、建物総坪が約一二、〇〇〇坪、
他の敷地に、妻帯者苦力を五〇〇から六〇〇を住まわ
せることのできる宿舎があり、苦力頭一六〇の宿舎も
これと隣接し、見るからに壮観を極めている。
　昭和十年版の「碧山荘案内」を見ると、宿舎総数
九二棟、このうち平家三八棟、二階建五四棟に、独身
者が住んでいると書いてあるが、最近古い家から三
階建に改築を終ったのもあり、現在改造しているも
のを合せて、全部で二十棟近くになるから、一階に
八十人を収容すると、一階づゝ二十階増えたとしても
千五六百人の増員ができる訳である。棟の奥行は普通
三間、間口は二階建で五間位を一房として三つに仕
切ってある。室の内は両端何れかに炊事場（厨房）が
あり、普通炊事場の隣りに帳面方（先生）が居り、間
口に平行して三尺幅の通路を設け、階下なら両側に高
さ二尺の床（炕床）を作り、此処に苦力が寝るように
なっている。冬の暖房は炊事場の火気が炕床に流れ込
むようになっている。二階は板張りの通路に床は通路
と同じ高さの板に、階下と同じく安平を敷き、その上
に万年床の布団が敷いてある。
　苦力にはこの部屋が唯一の安眠の場所であり、うち
とけて友と語らい、遊戯にふけるところの安息所であ
る。共同用の茶壷があり、机（？）があり、これ以上
のものは彼等には不必要であろう。食事は仕事場か、
夏ならば表に出て済ます場合が多いからである。巳八
郎
＊掲載ページ数の関係で「満州郷土画譜87　碧山荘」
の図や写真などは次回に回す。なお、昭和12年８月15
日発行の『協和』第199号には甲斐巳八郎の記事や挿
絵の掲載がない。考えられるのは、改題でふれた『苦
力素描』の発行が９月だったので、その準備に追われ
てのことだったかもしれない。またそう考えると、第
200号の記事が、かつて力を入れて取材し、掲載した
ことのある苦力の碧山荘になったことも理解されるだ
ろう。素描集のための新たな取材が、この記事に反映
されているのである。
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　本稿は2023（令和５）年９月から2024（令和６）年７月まで約１年間をかけて、福岡市立平尾中学校美術部
と福岡市美術館が協力して行った「福岡市美術館プロジェクト」の記録である。同美術部に所属する生徒は中学
２年生と３年生あわせて約45人であった。「福岡市美術館プロジェクト」は、平尾中学校美術部の顧問である綱
崎璃

り

図
ず

夢
む

教諭（所属は2025年３月当時）と、教育普及を専門とする福岡市美術館の学芸員（筆者）が企画し実
施した（註１）。

「福岡市美術館プロジェクト」のテーマ
　同プロジェクトは、一般的に美術館にあまり来ない利用者層である「中学生」を対象に、美術館と中学生が長
期的に関わり学ぶための実験的な教育プログラムの例として実施したものである。アートとは何か？という問い
をテーマに、収集、調査研究、保存、展示、教育というミュージアムの基本的機能を意識しながら、地域のアー
トを調査し、マップを制作、作品を紹介するツアーの実施という一連の活動を行なった。また、活動を通じて、
生徒、教諭、学芸員が異なる価値観を交換し、対話をしながら、互いに学びあうことも目的のひとつと考えた。
　プロジェクトの具体的方法は、2006年から2007年にかけて平塚市美術館で行われた「市民参加による屋外彫
刻調査」の例を参考にした（註２）。これは、屋外彫刻を学びの素材とし、市民が市内の屋外彫刻のデータベースを
作成し、彫刻の保全活動を行うという、地域の文化資源を活用した教育プログラムの事例で、先に述べたミュー
ジアムの機能に基づき実施されたものである。当時、平塚市美術館の学芸員であった端山聡子氏は、ミュージア
ムの学びには「享受する楽しみ」と「構築する楽しみ」という２つの種類があると指摘している。前者は展示を
見て「おもしろいな」と思うような何かを受け止める感覚、後者は小さなことを意識的に積み上げ、蓄積を作る
こと、あるいは展示解説や原稿執筆などのアウトプットを前提とした学びを指す。そして両方を楽しみ、学ぶ利
用者がいることがミュージアムの豊かさを一層高めるのではないか、と述べている（註３）。「福岡市美術館プロジェ
クト」でも、この「享受する楽しみ」「構築する楽しみ」を踏まえ、１年間に及ぶ活動を行ない、方法は少し異
なるが、福岡市内にある「アート」を見つけて調査をし、マップを制作し、保護者、教諭、生徒を対象にツアー
をするというように、ミュージアムの機能を活かしながらプロジェクトを進めた。
　また、同プロジェクト実施の背景には、福岡市美術館で中学生の来館が減少しているという問題意識があった。
詳細は次章で述べるが、中学生は、週末に部活動があったり、塾へ通ったり生活が忙しい。また小学生と違い、
週末などの余暇時間を、家族ではなく友人と過ごすことも増える年齢だ。美術館に来館する小・中学生を例に考
えると小学校低学年頃までは保護者に連れられて来館する子も多いが、高学年になるとその頻度が減り、中学生
になると保護者と出かける機会がさらに少なくなる。加えて、個人で、または友人を誘って美術館へ行く中学生
が少ないことは想像に難くない。その点で、今回のように、部活動という小さな単位でも美術館を利用してもら
う意義は大きいと考えた。
　さらに、筆者自身が、美術館の教育普及担当者として「中学生」という捉えどころのない他者イメージを払拭
し、彼らと直接に関わってみたいと考えたこともプロジェクトを実施した狙いの１つである。

美術館と中学校美術部の長期プロジェクトから考える
美術館の学び

﨑田明香



16

中学生を対象にした教育普及活動の変遷
　中学生が美術館を利用する場合、個人ではなく、学校行事や授業として来館することが多い。福岡市美術館で
も、中学生を対象とした教育普及活動の１つとして、1997（平成９）年度からこどもたちと美術とのよりよい
出会いの場を提供することを目的とした「アートアドベンチャー」事業を実施してきた。同事業は「市内の小・
中学校を中心とした学校団体と連携し、児童・生徒たちが美術館を利用できる機会を増やすとともに、こどもた
ちに、より深く美術を味わってもらおうというもの（註４）」で、福岡市美術館の年報によると、当時はワークショッ
プやギャラリートークを主に実施していた。なお、1984（昭和59）年にはすでに学校団体を対象にボランティ
アが列品解説を実施したという記録が残っており（註５）、その後、「解説型」から「対話型」へギャラリートーク
の方法を変更し、現在の「スクールツアー」事業へと発展、活動を継続している。
　また、福岡市美術館では1999（平成11）年から福岡市中学校美術教育研究会（以下、中美研）の教員たちと
連携し「中学生たちが夏休み期間中に一般来館者にギャラリートークをするなどの『交流ワークショップ』を当
館で開催して、当館との関係を深めてきた」という実績がある（註６）。その成果として、2009（平成21）年に福
岡市美術館開館30周年記念展の関連事業として開催された「美術館をひろげる・ふかめる」の中では、中美研
を中心に、市内中学校と福岡市美術館が連携し、中学生が当館のキュレーターになってコレクション展を企画す
るという長期間のワークショップ「ジュニアキュレーター見参！」を実施しており、当時の中学校（中美研）と
福岡市美術館のつながりの強さが読み取れる。
　一方で、福岡市立の小・中学校に限ってみても、前述の「アートアドベンチャー」、「スクールツアー」事業で
受け入れた小・中学校の学校団体の数については過去20年で大きな変動が見られた。図１が示すように、2006

（平成18）年度から来館が増加し、2011（平成23）年頃にピークを迎え、その後減少している。2016（平成
28）年以降の数値については理由が明らかで、2016年８月から約２年半にわたり福岡市美術館がリニューアル
休館により同事業を休止したこと（註７）、2020（令和２）年から約２年間はコロナの蔓延である。ただし、小学
校については、コロナが落ち着いた2021（令和３）年以降少しずつ増加しているのに対し、来館校の減少が続
くのは福岡市立の中学校である。図２の来館人数の推移を見ると、中学生の来館人数は2010（平成22）年を境
に大きく減少しているが、小・中学校は基本的に学年単位で来館するため、中学校では１校の来館人数が200か
ら300人になることも少なくない。よって、来館校の減少による来館人数の減少幅が非常に大きくなる。なお、
2019（令和元）年以降の市立中学校の来館は、年間を通して中学校美術部１校または２校のみが続いている（註８）。
　実は、これまで述べた過去20年の福岡市立小中学校の来館数の増減には、福岡市で2007（平成19）年度から
実施されていた「施設等を活用した体験学習事業」が大きく関係している。これは2007年以前から実施されて
いた市内小学３年生を対象とした「少年科学文化会館見学学習事業」（1983［昭和58］年度開始）と、市内中
学２年生を対象とした「博物館学習事業」（1991［平成３］年度開始）が再編された事業である。福岡市教育改
革プログラムの取り組みの１つであった「博物館を活用した教育の推進」と、2006（平成18）年４月に実施さ
れた「福岡市学力実態調査」の結果などを踏まえ、児童生徒が本物の芸術・文化に触れる体験学習の充実推進を
背景に訪問施設の範囲が拡充され、「博物館・少年科学文化会館（当時）・美術館・アジア美術館・埋蔵文化財セ
ンター・保健環境研究所（まもるーむ）等、もっぱら見学もしくは体験を目的とした施設」への訪問が奨励され
ることになった。美術館も奨励される訪問先となり、この2006年を境に、市立の小・中学校の来館が増加して
いるのは先に述べたとおりである。また、体験学習は必ず行うこととされ、施設までの交通手段は貸切バス、地
下鉄、徒歩など状況に応じて学校が決定し、貸切バス等については福岡市教育委員会からの予算措置が行われた。
なお、この取り組みは福岡市美術館がリニューアル休館中であった、2017（平成29）年をもって福岡市立中学
校の事業は終了している。
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　市立中学校に的を絞って見ると、事業の終了、休館、コロナという複数の要素が重なり、2020年以降は美術
部以外の来館はほとんどなく、美術部も年に１校程度という状況が続いている（註９）。また、これまで夏休みなどに、
市立中学校の美術部の来館が複数あったが、それもコロナでゼロになったまま、以前の水準には戻ってはいない。
本プロジェクトは、そのような状況の中で、筆者が福岡市立平尾中学校の綱崎教諭に、中学生と美術館が継続的
に関わる活動ができないかを相談したことがきっかけとなり始まったものである。

図１　福岡市美術館への福岡市立小学校・中学校・特別支援学校の来館数の推移（単位：校数）

図２　福岡市美術館への福岡市立小学校・中学校・特別支援学校の来館人数の推移（単位：児童・生徒数）
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福岡市美術館アートプロジェクトの内容
　本章では、平尾中学校と福岡市美術館が行った「福岡市美術館プロジェクト」の約１年間の具体的内容を記録
し考察する。なお、詳細は割愛するが、８回の活動ごとに綱崎教諭と筆者で打合せを行い、振り返りと今後の活
動について意見交換をし、次回の活動内容を決定したことを添えておきたい。

•１回目の活動：アート探検１
日時 2023（令和５）年９月24日（日）

場所 福岡市美術館１階アートスタジオ、福岡市美術館周辺の４エリア（大濠・唐人町、六本松、赤坂、
舞鶴）

スケジュール
９時 プロジェクト説明、注意事項の確認
９時20分 アート探検へ出発（グループ活動）
11時20分 福岡市美術館に戻る

昼休み
12時 グループごとに探検の報告、自分たちが選んだ「アート」を見て、基準を考えてみる
13時 終了

　福岡市美術館のある福岡市中央区大濠公園周辺の４つのエリアを設定。生徒と教諭、学芸員で４つのグループ
に分かれ、各エリアを散策し、生徒たちが「アート」を見つけて調査し、記録した。

調査のルール
•「アート」を最低３つは見つける（多ければ多いほどよい）
•場所をメモする（配布したマップを参照すること）
•写真を撮る（グループに１台学校で用意したタブレットを配布）
•写真を撮る時には、全体を撮影し、いろいろな角度からも撮ること

　生徒たちは、グループごとにたくさんの「アート」を街で見つけ、記録していた。報告会では、撮影した写真
を投影しながら、記録した情報をもとにそのアートの説明をし、全体で情報共有をした。最低３つというルール
を決めていたが、結果的にどのグループも10 ～ 20程度のアートを発見し記録していた。　

•２回目の活動：アート探検２
日時 2023（令和５）年11月18日（土）
場所 福岡市美術館１階アートスタジオ、福岡市内の３エリア（博多、中洲、天神）

　１回目と同内容の活動を、アートを探す範囲を博多や天神という福岡市内の繁華街へと拡大して行った。活動
は中学校教諭と生徒で実施し、どのグループも前回を超える数のアートを見つけ記録した。訪れることの多い繁
華街であるが、このプロジェクトで初めて気がついたアートが多く見つかったことが報告された。また、見つけ
たものがアートであるか、生徒たちは記録をしながら議論も行なっており、１回目から内容が発展していったこ
とが分かる。
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•３回目の活動：アート探検の報告
日時 2023（令和５）年11月25日（土）
場所 福岡市美術館１階アートスタジオ

スケジュール
9時30分 福岡市美術館集合
9時40分 グループごとに２回のアート探検の報告
10時40分 グループでどの作品を「アート」とし、マップに落とし込むか選ぶ。それがなぜ「アート」な

のかを考える
12時 終了

　２回の「アート探検」で記録したアートについて、撮影した画像を見ながら、確認をする作業から活動を始めた。
撮影画像を全て小さなサイズで印刷したものを見て、自分がアートだと考える作品を、そこから切り取り、分類
する作業をした。当然、生徒によって「アート」だと選ぶ作品は異なる。しかし、そこに各自の選択基準がある
はずだと考えた。活動の後半は、選んだ作品の「基準」をホワイトボードに書き出して、視覚的に共有していっ
た。彼らがアートの基準としたものには、大きさ、色彩の派手さ、珍しい形、など客観的な造形の特徴がほとん
どだった。一方、銅像（主にブロンズ像）、普段からよく目にするものはアートとは考えないという意見が多かっ
た。ブロンズ像は、地域に貢献した者や歴史上の人物が多く、中学生にとっては歴史（社会科）との直接的な結
びつきを想起させるらしい。一方、彼らの「基準」は揺れや矛盾を孕んでいることも明らかであったが、その点
は次回以降も引き続き考えることにした。

•４回目の活動：平尾中学校美術部の「アートの基準」を考える
日時 2024（令和６）年２月18日（日）
場所 福岡市美術館１階アートスタジオ

スケジュール
９時30分  平尾中学校美術部の「アートの基準」を考える活動
11時 ギャラリー、特別展を鑑賞
12時 終了

　３回目で考えた自分たちのアートの「基準」を再確認した。前回、多くの生徒がアートだと選んだもの、選ば
なかったものを分類し、その作品画像を机に並べて全員で観察した。「アートである」「アートではない」と分類
した作品の共通点を探し、付箋に書き出して全員で共有。この作業では「アートである」基準を整理するために、
あえて「アートではない」と排除したものに注目した。選ばなかった理由を考えることで、逆説的にアートであ
る理由が浮かび上がると考えたからである。
　



20

　次に「平尾中美術部の福岡市のアートMAP」を作る上で、自分が必ず紹介したい作品を１点選んで、なぜそ
れがアートかを付箋に書く作業を行った。３回目と同様、客観的な作品の形態や色彩を理由にする生徒が多い一
方で、主観的な視点でも理由を考えるように、筆者と綱崎教諭から生徒たちへ提案をした。同じテーマで方法を
変えて思考を巡らせることで、生徒たちの中で、少しずつ自分の考えが鮮明になっていく様子があった。

•５回目の活動：自分のアートの基準（定義）を考えて作品をえらぶ
日時 2024（令和６）年５月18日（土）
場所 福岡市美術館１階アートスタジオ

スケジュール
９時30分  コレクション展の鑑賞
10時15分 自分の考える「アート」の基準で作品を選び、選んだ理由を使って作品紹介文を書く
11時30分 終了

　４回目から３か月が経過していたため、まず福岡市美術館のコレクション展を鑑賞し、美術館でのこれまでの
活動を思い出すための時間をとった。筆者が対話型鑑賞の方法を用いながら「どうしてこの作品は美術館で展示
されるのか？」「アートとは何か？」「みんなが街で見つけたアートとは何が違うのか？」などの問いかけをし、
意見を交わしながら鑑賞を進めていった。
　後半は、４回目に各自が選んだ１点について、どうしてそれがアートかを中心に、作品の紹介文を書く取り組
みをした。前回に続いて、客観的な作品の説明だけではなく、主観的な選択の理由も文章に必ず入れるようにし
た。自分の頭にもやもやと浮かぶ感覚的なイメージを言語化するという作業は容易ではなく、生徒たちは大変苦
労していた。しかし、筆者や平尾中学校の教諭たちが助言をしながら、また友人同士で相談をしながら、全員が
選んだ作品の説明文を書きあげた。その後、紹介文の上に作品の絵を描いた。絵で表現することに長けている美
術部の生徒たちは、文章よりもはるかに素早く絵を仕上げていた。その後、綱崎教諭の指導のもと、部活動で絵
と紹介文を仕上げ、全員の作品をまとめた28ページの冊子とアートMAPを制作した。

•６回目の活動：完成したアートMAPの共有、アートとは何か？をもう一度考える
日時 2024（令和６）年６月11日（火）
場所 福岡市立平尾中学校

スケジュール
16時30分  これまでの活動をまとめたMAPを見ながら、活動を振りかえる
17時30分 終了

　５回目の終了後、綱崎教諭から冊子（図３）とアートMAPが完成したことの報告を受けた。これまで、基本
的に全ての活動を福岡市美術館で行ってきたが、今回は平尾中学校を筆者が訪問した。それは生徒たちの中学校
での様子を見たいという筆者の希望でもあった。
　生徒たちと完成した「平尾中美術部の福岡市のアートMAP（図４）」を見ながらこれまでの活動を振り返った。

「アートとは何か？」という問いに「価値観の違いで感じ方が違う」「いろんな見方をいだかせる」「時間をこえる」
「ひとつにまとめられない」「内面で感じる」という回答があり、活動を通して生徒たちの価値観が柔軟に広がっ
た印象を受けた。当初、アートの基準は色・形・大きさといった客観的な事実だけを根拠にする生徒がほとんど
であったが、今回はアートについて客観・主観の両方の視点から理由を述べていた。繰り返し行った言語化のプ
ロセスの中で自分自身と正面から向き合った生徒たちの変化が、回答から見て取れたように思う。
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•７回目：「平尾中アートツアー」リハーサル
日時 2024（令和６）年７月２日（火）
場所 Zoomを使ったオンラインでの活動

スケジュール
17時  作品を紹介するツアーに向けて、紹介文の内容と読み方をリハーサルする
18時 終了

　
　当初アートMAPを制作し本プロジェクトは終了予定であったが、生徒たちが完成させた冊子とアートMAPを
使い、実際に街で作品を紹介するツアーを行うことにした。夏の時期であったこともあり、MAPの中からエリ

図４　同プロジェクトで
生徒たちが制作した「福
岡市のアートMAP」

図３　制作した冊子の内容（抜粋）
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アを絞り３点を紹介する内容である。ツアーに向けて、紹介文を執筆しZoomでのリハーサルを行った。

•８回目：平尾中アートツアー
日時 令和６（2024）年７月７日（日）
場所 福岡市中央区内（天神エリア）

スケジュール
８時30分  天神エリアにある平尾中美術部が「アート」だと考えたものをツアー形式で３つ紹介
10時 終了

　早朝から集合し、天神エリアの３つのアートを紹介するツ
アーを実施。この「アート」とは、平尾中学校美術部が考えたアー
トの基準で選ばれたものである。街を歩きながら、その作品（も
の）を選んだ生徒が制作した冊子の紹介文をもとに作品の前で
紹介をした。ツアーには、美術部１～３年生、保護者、学校関
係者、美術館関係者が参加した。ツアー終了後、これまでのプ
ロジェクトの振り返りを行い１年間の活動を終了した。

生徒たちのアンケートから
　プロジェクト終了後、参加した生徒にアンケート調査を行い、２年生と３年生のうち21人から回答を得た。
プロジェクトの前後で美術館に対する印象がどう変化したかについては、以下のような回答である（図５）。図
５から分かるように、生徒たちの美術館に対する印象が大きく変化していることが分かる。プロジェクト終了後
の方が、美術館に対しての心理的距離、物質的距離のどちらも近くなっていると言えるだろう。
　また、図６は生徒たちの考え方や価値観の変化についての回答である。図６に示すように、回答者のうち16
人（約80％）が、本プロジェクトを通して考え方や価値観が変化したと回答している。具体的な理由としては「い
ろいろな見方の角度を変えることで、見えなかったことが見えるようになった」「まちなかで見かけるものをアー

図５　プロジェクト前後の生徒たちの美術館に対する印象の変化（回答より抜粋）
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トかな？と考えるようになった」「自分がアー
トだと思った根拠やもとになる考えをしっか
り言葉に表せるようになったから」という回
答があった。わからないを選んだ生徒は４人

（約20％）であり「まだ自分のアートの基準
が明確になっていないから」、自分の価値観
が変化したか分からないという理由が多かっ
た。
　これからも美術館へ行くか？という問いに
ついては、８割の生徒が「はい」を選んでい
る（図７）。さまざまな理由があったが「面
白いから」という回答がとても多かった。ま
た「世界観が広がり、自分の考え方が変わる
から」というものや「面白かったから今度は
家族や友人と行きたい、また別の作品も見て
みたい」という回答も複数あり、生徒たちが
美術館に関心を持ち始めていることが分かる
ものであった。

プロジェクトを振り返って
　本プロジェクトを終え、あらためて美術館の教育活動の意味を考えた。プロジェクトを振り返ると、さまざま
な場面でさまざまな人や物事が変容していく場面に立ち会ったように感じる。アートとは何か？という価値観の
変容、回数を追うごとに変容していく中学生の態度と真剣さ、大人が持つ「中学生」のイメージの変容、そして
１年間をかけて構築した生徒、教諭、学芸員の関係性の変容。本プロジェクトの成果は、活動を巡って、そこに
いる参加者に起こった「変容」そのものであり、つまりそれが美術を通して学ぶ、学び合うということではない
か、と筆者は考えている。
　約１年をかけたプロジェクトは当然、準備を含めて時間と手間がかかる。よって形式さえ真似れば簡単にでき
る類のものではなく、企画者の熱意も必要になるだろう。持続可能性の観点から言えば、落第かもしれない。た
だし、今回でいう「中学生」のように、美術館に来ない人（未来の／これからの利用者）へ向けた具体的な活動
を行うために、今は美術館に来ない（来られない）人の具体的な顔を想像できるようにすることは、教育普及担
当者はもちろん、美術館の職員にとって重要だと考えている。なぜなら美術館の職員が利用者を想像できなけれ
ば、美術館の活動が自己満足的で閉ざされたものになってしまうからだ。実のところ、本プロジェクトを終えて
から、筆者は「中学生」と聞くと平尾中学校美術部の生徒たちが頭に浮かぶようになった。それはとても具体的
なイメージである。具体的なイメージは、具体的な活動へと結びつきやすい。
　一方、課題も多い。例えば、生徒へのアンケート調査で、５年後、10年後に、生徒たちにとって美術館とい
う存在がどう変化しているかまでたどることができれば、本プロジェクトの生徒たちへの長期的な影響を追跡調

図６　生徒たちの考え方、価値観の変化についての回答

図７　今後も美術館に行くかどうかについての回答
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査することができて、興味深い結果が得られるかもしれない。また、同様のプロジェクトを継続して実施するた
めには、学芸員と教諭の信頼関係や、時間の調整も必要だ。最後に、中学生の美術館利用が減少しているという
課題も解決していない。学校単位での来館を増加させるのは容易ではないが、今回のように部活動という小さな
単位であれば、引き続き実験的な活動もできるかもしれない。本プロジェクトが今後への試金石として、活かさ
れることに期待したい。

　最後に、本プロジェクトの共同企画者である綱崎教諭に、中学校の立場からプロジェクトについての所感を寄
せていただいたので、下記に掲載する。

中学校と美術館がつながる　 　　福岡市立平尾中学校美術科　綱崎璃図夢
　「福岡市美術館プロジェクト」は2023年の夏に始まり、約１年間多岐にわたって﨑田学芸員と一緒に取り組ん
だプロジェクトになりました。私も﨑田学芸員も、初めての取り組みであったので、試行錯誤しながらプロジェ
クトを進めていきました。たくさんの打ち合わせを重ね、回数を重ねていくごとに方向性も見え、アートツアー
まで実現することができました。何より、生徒たちにとっては、学校から離れて、郊外で活動する非日常な「特
別感」がとても楽しそうでした。
　プロジェクトを終えて、生徒たちにとったアンケートにはこんなものがありました。「自分がアートだと思っ
た根拠や元になる考えをしっかり言葉に表せるようになった」「美術館の中にあるアートだけでなく、自分たち
の生活の中にたくさんのアートがあることを知って、また、それぞれのアートにいろいろな思いが込められてい
ることがわかって、今までよりも、アートが少し身近なイメージに変わりました」「プロジェクトの前は、アー
トとは何かという問いにうまく答えられなかったけれど、プロジェクトを
通してたくさんのアートに触れるうちに、アートとは一人では決められな
い、正解のないものだとだんだん分かっていって、とても楽しかったです」

「身近にあるものにも『これってアートかも！』という気づきが生まれ、
毎日が少しだけ楽しくなった気がします！」「いろいろなところを、アー
トを探しながら歩くことで自分たちの住み慣れた街が一変して全く違う街
に感じました。これから、まちなかのパブリックアートにも注目していこ
うと思います」。きっと平尾中学校の美術部の生徒たちは、何気ないとこ
ろにアートを感じてくれて、豊かな日常を送ってくれるだろうと願ってい
ます。
　また、同時期に美術部では「見つける・見つめる」というテーマで、美
術部合同作品展の共同制作を行ないました。自分たちで歩き、見つけて、
じっくり鑑賞した「福岡市美術館プロジェクト」の活動がまさにテーマと
合致しており、歩んだ道のりや、先々で出会った作品らを組み合わせた絵
を制作しました。（図８）
　かつて中学校では、行事の一環として芸術鑑賞があり、美術館や劇場、
演奏会に連れて行ったり、学校に来て頂いたりして、高い文化芸術に触れ
る機会に恵まれていました。しかし今では、芸術鑑賞に関する予算は少な
くなり、機会もほとんどなくなりました。生徒たちがどんどん芸術から離
れ、関心がなくなっていく一方であるように感じます。最近は、美術館に

図８　平尾中学校美術部が共同制作した
　　　作品
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１回も行ったことがないという生徒が大半かもしれません。
　これから、AIなど人工知能がさらに発達し、考えなくても正解を導き、瞬時に欲しい情報をAIが補ってくれる
未来になることは間違いないと思います。だからこそ、今必要な力は「自分なりの答え」をもつことだと思います。
その力を磨くためには、「感じる」「見る」「作る」という活動を通して、自分の感じたこと・考えたことに価値
を見出し、大切にすることが大事です。それができる人になって欲しいと思っています。そして、それを叶えて
くれるのが、多様な価値観を知ることができて、かつ自分なりの答えを見つけることができる場所である、美術
館だと思います。学校と美術館がつながり、手を取り合って未来の子供たちの育成に努めていきたいです。

〈註〉

１．本プロジェクトには福岡市立平尾中学校美術科講師である橋口美祐氏（2023年度）、志方陽菜氏（2023年度）、
岩本佳央理氏（2024年度）にも参加、協力をいただいた（いずれも所属・職名は当時のもの）。

２．端山聡子「市民参加による屋外彫刻調査と寺畑助之丞作品の保全活動をめぐって」、『柳生不二雄と彫刻　屋
外彫刻調査保存研究会会報　第４号』、屋外彫刻調査保存研究会、2008年、pp.77-82。

３．前掲書（註２）pp.81-82。
４．「平成11年度　福岡市美術館　活動の記録」、福岡市美術館、2001年、p.28。
５．「福岡市美術館年報　no,3　昭和59/60年度」、福岡市美術館、1987年、p.66。
６．「美術館をひろげるふかめる報告書」、コレクション／コネクション展実行委員会（福岡市美術館内）、2010

年、p.5。
７．2016（平成28）年８月からのリニューアル休館中はスクールツアーに代えてアウトリーチ「どこでも美術館」

事業を開始し、市内小・中学校を訪問する教育普及活動を実施した。2019（令和元）年のリニューアル開
館後は、訪問先を離島の小中学校、院内学級、特別支援学校など美術館に来にくい子どもたち、および公民
館での高齢者向けのアウトリーチ活動として展開している。

８．2022（令和４）年に来館した市立中学校２校のうち１校は福岡市立きぼう中学校である。同校は2022年４
月に開校し諸事情により十分に義務教育を受けることが出来なかった人々を対象とした福岡県初の夜間中学
校である。

９．図１、２に掲載したデータは福岡市立の小・中学校に限った数値であり、福岡市美術館ではこの外にも市内
外の私立中学校や他県からの修学旅行など、福岡市立以外の中学校団体も毎年数件、受け入れている。
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１．はじめに

　本稿は福岡市美術館所蔵の油彩画、吉田博《（題不詳）》（１-Ａ-767）（口絵１、図１、２）の修復を報告する
ものである。本作は2024（令和６）年度に個人より寄贈を受けたもので、当館に収蔵された段階で、木枠に張
り込まれた画布が緩み、変形していた。そして作品の広範囲にわたり絵具が浮き上がり、剥落していた。絵具の
固着状況は思わしくなかったものの、九州の郷土作家である吉田博が得意とした山岳風景であり、当館で収蔵し
ても十分に活用できる可能性が見込まれることから、収蔵を決定した。ただし、展示活用するためには、それに
耐えうる強度が確保されていることが前提となる。本格的な修復は、作品の補強のためにも必要な手段ともいえ
るが、手間をかければ、それに比例するように予算も時間もかかる。当館は規模の大小に関わらず処置を必要と
するような所蔵作品を数多く抱えており、一つの作品に数か月といった修復を内部職員のみで行うことは、現実
的とは言えないのが正直なところである。そのため、本処置では全体的な本格修復というよりも、必要な要素を
ピンポイントで処置することで、中長期的な保存に耐えうる状態を目指した。今回はその事例報告である。

２．作者と作品について

　作者である吉田博（1876-1950年）は福岡県久留米市出身の画家である。中学修猷館在学中に教師吉田嘉三
郎に画才を認められ養子となって以降、画塾・不同舎で小山正太郎の指導のもと水彩や油彩画等、本格的な画業
を学んだ。1899年から1906年にかけて吉田は中川八郎とアメリカ、フランス、イギリス、ドイツ、イタリアに
滞在しており、吉田が持ち込んだ自身の作品を数度にわたって展示した。帰国後は「太平洋画会」を創立し、第
１回展に出品した。1920年代以降は木版画制作にも打ち込み、生涯で250点ほどの版画を残している。描写力
に対する徹底したこだわりをもつ吉田は、山岳風景に強い関心をもっていた。「私は画家だから、従って画の対
象として山を観る。山岳の美に魂を打たれつつ、その美を画布の上に再現するといふことは、私にとっては無
上の喜びなのである。つまりは私は画を書くために山へ登るのだといってもよかろう。」（註１）と述べており、
1949年に日本山岳画協会を創立するほどの入れ込みようであった（註２）。
　本作は、前景に蛇行する川や両岸の岩場、遠景に山脈とふもとの集落が粗いタッチで描かれている。描かれた
場所は特定できていない。制作年についても不明であるが、P12号（60.6×45.5cm）という本作のサイズと類似し、
かつ山岳風景を題材とした作品が、大正中期の作品と推定されている（註３）。また、大正から昭和初期は、吉
田が日本アルプスをはじめとした国内の山々を訪ね、小中型の作品を繰り返し制作していた時期でもあった（註
４）。図像やサイズの類似性の二点を根拠として、本作も大正～昭和初期に描かれたものであると推測できると
いう所見がある（註５）。
　次に作品の状態について述べる。油彩は画布に描かれ、サイズは縦61.0×横45.0（cm）と、額装されている。
画面全体（入子跡を除く）に、煤状の汚れが付いていた。ワニスは塗布されておらず光沢はない。絵具の厚みは
薄めであるものの、山肌部分は盛り上げられ、渓流の筆致もはっきりとしている。全体的に浮き上がりと剥落が

吉田博《（題不詳）》保存修復処置報告
―美術館内環境を利用した変形修正の可能性―

渡抜由季
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多く認められるが、特に中央よりやや右上に約17×７cmの範囲内で剥落が集中していた。この範囲は裏面透過
光画像で確認したところ、ピンホールが数多く確認された（図３）。剥落は地塗りから落ち、剥落の中から布目
が見えることから、地塗りの前に布に塗布した膠層に何らかの不具合が起こったと考えられる。また、浮き上が
りは剥落箇所に隣接しており、現状では今後も剥落は進行し続けることが予想された。画布は木枠へ張り込まれ
た力に影響されるように変形しており、下部の左右端にかけて特に膨らんでいる（図４）。また、張り込みも全
体的に緩んでおり、平置きすると裏面の中桟に布があたる程である。側面の張りしろは短めに裁断されており、
留め具の釘は赤茶色に錆びている。木枠裏面にはサイズを示す「P12」と、画材店「文房堂」のメーカー印「I
　I　BUMPODO」と焼き印が押されている（註６）。額縁裏面の上下２箇所には「繪画額縁装美販賣　磯谷商店
　長尾建吉　東京芝新櫻田町十九」と記されたパレット形のメーカー印が記されている（註７）。額縁は汚れ、
さらに左下部および左中央が欠損によって白く見える。額縁と作品はＴ字金具２点によって固定されている。

３．処置方針の検討

　今回、処置方針を決める上で重要なポイントは、浮き上がりと剥落が画布の変形に起因すると考えられること
である。画面右上に認められた広範囲の剥落は、部分的であるため技法材料の問題が影響していると思われるが、
その他の浮き上がり・剥落は全体に点在しており、また画布の変形は木枠張り込み時の力に影響され形成されて
いたため、長年の温湿度変動による布の弛みと変形が一番の要因であると思われた。油彩画の変形修正は、一般
的に木枠に楔を打つ、もしくはストレッチャーを用い画布を引っ張ることで修正し（註８）、場合によってホッ
トテーブルを用いて吸引や加温加圧する（註９）。熱を加えて変形修正を行うことは、変形要因が絵具に起因す
る場合は有効だろう。ただし、本作の変形は、絵具剥落の度合いから、絵具というよりも布に起因しているよう
に思われた。また、加温による絵具への負荷も多少影響するだろう。そのため、本処置では加温加圧はせずに、
美術館での適切な保存環境下で収蔵することで、徐々に形状が修正されていくことを期待した。なお、木枠への
張り込みに必要な張りしろは既に短くされていたため、ストリップライニングにより麻布の耳を四辺に貼り足す
こととした。張り込みの緩みを戻し、さらに浮き上がりや剥落箇所を画布にしっかりと接着することで、美術館
内の保存環境（通年：温度22℃、湿度55％ RH）であれば現状を長期間維持できると見込んだ。そして介入は
出来うる限り最小限とするため、補彩は行わず、現状の見た目を維持することとした。

４．処置工程と内容

１．処置前撮影および調査 修復前調査および記録として正常光、測光、透過光の三種を撮影。また事前
に耐溶剤テストを行い、精製水、エタノール、ミネラルスピリットの安全性
を確認、採用した。

２．額縁・裏面洗浄 額縁から作品を取り外し、さらに画布を木枠から取り外した（図５）。額縁は
湿らせ固く絞ったウエスで汚れを拭き取った。画布はミュージアムクリーナー
で画布の目に詰まったもしくは堆積した埃を取り除いた。

３．ストリップライニング 作品を木枠に張り込み直すため、麻布で作った耳を作品四辺に接着した（図
６）。接着剤は熱可塑性EVA樹脂を使用。

４．表打ち・浮き上がり接着 表面の保護と浮き上がり接着を兼ねて、表打ちを行った。使用材料は典具帖
和紙と魚膠水溶液10wt%である。（図７）



28

５．画布張り込み 作品四辺を補強した布を均一の力で引きながら木枠に張り込んだ。支持体が
変形していたため、張り込む際に位置を調整した。

６．画面洗浄 精製水を湿らせた綿棒を用い、表打ちを取り除いた（図８）。その際、表面に
残存している余分な接着剤と汚れも取り除いた。

７．補彩 全体を確認し、目立っていた画面中央部の剥落箇所および変色箇所の２点に
溶剤型アクリル樹脂絵具を用いて補彩した。また、額縁の剥落などが目立つ
箇所も補彩した。

８．処置後撮影 修復後の記録として正常光、測光の二種を撮影。

５．処置後の結果と今後の課題

　修復を終えた作品は、外観上は劇的に変化することはなかった（図９）が、浮き上がり接着とピンホールを埋
めるために用いた膠が、作品のピンホールを通じて、裏面ににじみ出た（図10）。もう少し濃い濃度の膠を用い
ることで裏面のにじみを予防することが可能であっただろうが、接着力が強力となりすぎるという点を考慮して
今回の濃度に落ち着いた。肝心の変形修正については、張り込みの緩みを戻し、布を張り込み直し、浮き上がり
接着を行ったことで、中央部分は完全とは言えないものの、画布の歪みと変形を抑えることができた（図11）。
今後は美術館内の保存環境で適切に保管し時間をかけることで、形状が全体的になじみ徐々に修正されていくこ
とを期待したい。変形修正の効果は、記録し修復直後の画像と比較することで評価できるだろう。そのため長期
的な視点で引き続き経過観察を行い、適宜記録を取っていきたい。また、現時点では今回のような変形修正の手
法が美術館の環境下でどのように作品に影響するか、正確な時間や効果を客観的に評価する調査・実験は行って
いない。これについても文献調査や比較調査など、引き続き検証していきたい。

（わたぬきゆき　福岡市美術館学芸員）
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（１）　吉田博『高山の美を語る』、山と渓谷社、2021年、p.8
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（３）　《街道の春》、《富岳》（　『生誕140年　吉田博展』図録 ［2016-2017、毎日新聞社］　p.109掲載）
（４）　安永幸一「吉田博の生涯」『福岡市美術館叢書　吉田博資料集』 福岡市文化芸術振興財団、2007年、p.92
（５）　福岡市美術館忠あゆみ学芸員の教示による。
（６） 「文房堂の歴史」http://www.bumpodo.co.jp/company/history.html（最終閲覧日 2025年１月22日）
（７）　磯谷商店は明治38年に工場及び店を芝区に移したことから、額がオリジナルであるとするならば明治38

年以降に制作されたものであると予測できる。（「長尾建吉　日本美術年鑑所載物故者記事」、東京文化財
研究所、https://www.tobunken.go.jp/materials/bukko/8529.html（最終閲覧日 2025年１月20日））

（８） Joyce Hill Stoner, Rebecca Rushfield, Conservation of Easel Paintings, Routledge, 2012, pp.148-160
（ ９） Gustav A. Berger with William H. Russell, Consolidation of flaking paint films, Conservation of Paintings 

Research and Innovations, 2000, pp.158-159
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図１　修復前 画面・全体図・正常光（額入）

図３　修復前 画面・全体図・透過光
　　　（白点がピンホール）　

図２　修復前 裏面・全体図・正常光（額入）

図４　修復前 画面・全体図・測光
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図５　修復中　木枠から取り外した画布（裏面）

図７　修復中　表打ち、浮き上がり接着後の
　　　様子

図６　修復中　張しろの接着

図８　修復中　画面洗浄
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図９　修復後　画面・全体図・正常光（額入）

図11　修復後　画面・全体図・測光

図10　修復後　裏面・全体図・正常光（額入）
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〈
註
〉

⑴　

稲い
な

木き

春は
る

千せ
ん

里り
（
一
八
九
二
―
一
九
七
九
）、本
名
は
千
代
作
。
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に「
東

ひ
が
し

千せ
ん

里り
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号
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木
工
芸
家
。
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こ
の
茶
事
の
内
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日
本
の
茶
道
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巻
一
三
九
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の
茶
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九
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発
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頁
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記
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。
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茶
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か
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。
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京
都
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千
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ヶ
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宗
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と
と
思
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れ
る
。

⑷ 

現
在
、
福
岡
市
美
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館
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墨
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（
幽
禅
人
送
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文
化
財
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⑸ 

服
部
玄
三
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こ
と
と
思
わ
れ
る
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服
部
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三
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八
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九
五
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業
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目
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。
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〇
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。
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書
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⑺ 
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一
八
八
五
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一
九
四
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）。
海
軍
軍
人
。
第
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代
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司
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長
官
。
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和
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九
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（
一
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）
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ダ
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と
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中
の
搭
乗
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遭
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と
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っ
た
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海
軍
乙
事
件
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⑻ 

山
本
五
十
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一
八
八
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―
一
九
四
三
）。海
軍
軍
人
。第
二
十
六
・
二
十
七
代
連
合
艦
隊
司
令
長
官
。

最
終
階
級
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元
帥
海
軍
大
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昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
四
月
十
八
日
、
ラ
バ
ウ
ル
か
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ブ
イ
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移
動
中
の
搭
乗
機
が
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メ
リ
カ
軍
機
に
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さ
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、
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職
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海
軍
甲
事
件
）。

⑼ 

本
書
影
印
本
上
巻
・
二
三
九
～
二
四
一
頁
「
畠
山
翁
不
忍
池
畔
の
朝
茶　

七
月
廿
一
日　

朝
」（
翻

刻
は
「
雲
中
庵
茶
会
記
翻
刻
稿
④
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岡
市
美
術
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研
究
紀
要
』第
八
号
、八
一
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八
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頁
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照
。

池
の
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通
り
に
咲
い
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く
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か
っ
た
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で
、
席
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人
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え
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水
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に
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本
の
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花
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植
え
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対
応
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。
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に
対
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に
落
ち
ぬ
気
も
さ

れ
た
」
と
政
斎
は
記
し
て
い
る
。

⑽ 

正
し
く
は
松
永
耳
庵
『
茶
道
春
秋
』（
昭
和
十
九
年
刊
）。
同
書
下
巻
・
八
～
九
頁
所
載
「
畠
山
翁

不
忍
池
畔
の
朝
茶　

七
月
廿
一
日
」
中
に
「
蓮
は
時
季
が
早
い
の
で
一
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ぬ
。
客
も

探
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人
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嘆
息
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べ
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で
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と
書
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批
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は
な
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。

⑾ 

安
田
靫
彦
（
一
八
八
四
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一
九
七
八
）。
日
本
画
家
。

⑿ 

加
藤
正
治
〔
犀
水
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一
八
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五
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隆
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。
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。
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佐
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（
一
九
一
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一
九
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）、
号
は
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。
木
工
芸
家
。
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書
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の
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解
説
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友
」
と
あ
る
。

⒃ 

本
書
影
印
本
の
「
人
物
略
解
説
」
七
四
一
頁
に
「
田
中
た
か　

田
中
徳
次
郎
（
東
邦
電
力
重
役
）

未
亡
人　

龍
渓
高
橋
彦
次
郎
の
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仲
間
（
柳
瀬
山
荘
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と
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。

⒄ 
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』
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七
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賀
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」
所
載
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原
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賀
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け
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日
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書
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。
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一
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縁
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0
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れ
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茶
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十
両
ハ
、
年
末
迄
猶
予
を
乞
ふ
、
と
云
ふ

意
味
で
あ
っ
た
。
十
五
万
の
大
名
の
物
数
寄　

広
沢
茶
入
ほ
し
さ
に
、
浮
身
を
や
つ
さ
れ
し
程
の
名
器
を
、
夫
人
の
為
に
今
日　
　
　

お
用
さ
れ
し
事
こ
そ
、
我
々
共
の
仕
合
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
て
藤
沢
老
の
キ
ザ
な
代
点
で
、
志
野
大
茶
碗
を
水
指
に
桑
の

棚
茶
碗
仁
清
、
茶
入
道
安
好
予
の
作
に
て
淡
茶
の
振
舞
あ
り
、
一
同
歓
を
つ
く
し
お
暇
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
日
予
ハ
心
祝
に
包
美
作
名
月
風
菓
子
器
を
贈
呈
し
た
。

　
　
　
　

已
上
昭
和
十
九
年
十
月
迄
之
集
を　
　

廿
六
年
十
一
月
一
日
書
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
八
回

が
偲
ば
れ
嬉
く
感
じ
た　

扨
水
指

0

0

ハ
土
産
の

信
楽
　

茶
入
老
松

割
蓋　

茶
杓
政
斎

　
作　

茶
碗

0

0

瀬
戸
風
筒

政
斎
作

に
て
淡
茶
を
豊
の

手
点
で
数
服
歓
喫
し
た
。
掛
物
ハ
勿
論　

釜　

茶
碗　

茶
杓　

折
敷
迄
、
彼
れ
に
贈
っ
た
品
々
な
る
も
、
忙
中
閑
を

サ
キ
我
々
夫
婦
を
慰
く
れ
し
彼
ら
の
厚
意
を
謝
し
、
器
物
良
否
を
度
外
し
て
真
に
茶
趣
を
味
い
帰
宅
し
た　

○
松
永
夫
人
賀
祝
の
茶 

十
月
廿
九
日
　
晴 

―
―
―
―
　
ｐ
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耳
翁
夫
人
六
十
の
賀
心
祝
に
極
近
し
き
老
人
連
を
招
く
か
ら
是
非
参
列
と
前
々
か
ら
の
案
内
、
外
な
ら
ぬ
お
祝

と
て
幸
の
秋
晴
に
出
掛
る
と
、
越
野
老
が
飛
込
み
来
り
私
も
お
相
伴
に
招
か
れ
貴
老
を
同
行
せ　
　
　
　
　
　

よ
と
の
命
令
で
立
寄
ま
し
た
と
の
こ
と
。
好
い
道
連
れ
と
同
行
す
。
途
中
の
川
越
行
き
ハ
買
出
隊
で
寿
司
詰

い
つ
も
な
が
ら
志
木
よ
り
の
野
道
ハ
秋
晴
の
気
持
よ
さ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
さ
ん
の
催
と
て
今
日
こ
そ
お
主
人
ハ
参
謀
格
と
思
い
な
が
ら
山
荘
に
着
く
と
、
よ
く
も
お
越
し
先
づ
一
服
差
上
る
と
の
事　

そ
れ
で
ハ
折
角
奥
さ
ん
の
茶
に
興
を
ソ
グ
と
辞
退
し
た
が
、
家
内
ハ
家
内
、
私
は
私
の
お
茶
と
て
早
速
用
意　
　
　

　

母
家
の
居
間
を
屏
風
で
囲
い　

茶
入
老
松
道
安
好

棗
政
斎
写
　

茶
杓

0

0

舟
越
伊
豫
作　

茶
碗

0

0

名
古
屋
八
勝
館

0

0

0

主
手
造

黒
瀬
戸
写
　
筒　
　

　

菓
子

干
柿
に
て
濃
茶
が

進
め
ら
れ
た　
　
　

杉
浦
君
手
造
ハ
流
石
名
古
屋
著
名
の
侘
び
家　
　

こ
の
手
造
に
も
他
の
追
従
を
許
さ
ぬ
作
行
あ
り　
舟
越
茶
杓
ハ
最
近
奈
良
柳
生
老

よ
り
到
来
せ
る
よ
し
。　
　

　
　

　

寄
附
に
ハ
（ 

松
本
老
夫
人
（
（1
（

、
田
中
た
か
刀
自
（
（1
（

（
小
林
夫
人
不
参
）

何
れ
も
至
極
近
親
の
老
夫
人
連
に
予
と
越
野
老
詰

）

飾
り
附

　
ハ

古
鉄
鮟
鱇
形

風
呂
に
銀
瓶　
汲
出
無
地
南
京

台
鎌
倉
刻　

根
来
盆
ニ　
多
武
峯

金
鋼

〔
マ
マ
〕経
と
あ
る
蒔
絵
改
造
の　
　
　

　
　

小
硯
な
ど
備
へ

お
相
客
は
何
れ
も
旧
知
の
方
々
、
茶
の
道
に
も
趣
味
の
あ
る
人
の
み
。

一
子
夫
人
賀
祝
を
喜
び
な
が
ら
待
つ
内
、
一
子
夫
人
の
迎
い
付
ニ
、
　
　
中
ば
紅
葉
し
た
庭
内
林
園
に
降
り
立
つ

東
京
府
北
多
摩
北
端
を
境
し
た
こ
こ

埼
玉
南
部
入
間
川
北
端
は
柳
瀬
川
流
域
よ
り
丘
陵
た
る
山
荘
は
野
火
留
平
林
禅
寺
の
杜
の
南
に
続
く
松
林

下
武
蔵
野
特
有
の
櫟
林　

殺
風
景
と
云
へ
ば
言
え
る
が
、
遠
く
清
瀬
の
海
軍
無
電
塔
或
ハ
防
空　
　
　

隊
の
潜
在
さ
え
一
望
の
視
座
に
あ
る
。
佳
景
の
場
所
、
こ
れ
に
も
ま
せ
る
眺
望
ハ
、
今
日
の
お
席
且
座
席

前
丘
上
よ
り
遠
く
見
る
富
士
の
霊
峰
で
あ
る
。
山
頂
既
に
雪
に
履

〔
マ
マ
〕わ
れ
晴
れ
し
今
日
ハ
ク
ッ
キ
リ
と　
　

浮
び
霊
峰
丈
ハ
平
和
の
象
徴
と
も
感
ら
れ
る
。
我
ら
は
今
日
一
日
丈
に
も
奥
さ
ん
の
祝
日
平
和
感
の　

雰
囲
気
に
ひ
た
る
を
喜
び
な
が
ら
、
松
本
刀
自
を
先
頭
に
入
席
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

床
ニ
ハ
後
京
極
良
経

0

0

0

0

0

卿　
　

和
歌
集
の
内
賀
の
歌
「
原
兼
善
三

〔
マ
マ
〕か

六
十
の
賀
に
よ
み
け
る

　
　
　
　
　
　
在
原
滋
春
　
　
　
　
」「
つ
る
か
め
も
ち
と
せ
の
の
ち
は
し
ら
れ
く
る

あ
ら
ぬ
こ
こ
ろ
ハ
ま
か
せ
ハ
て
ら
む

（
（1
（
　
　
　

」
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そ
れ
は
兎
も
角
若
お
主
人
の
斯
く
大
寂
を
敬
服
す
る
と
共
に
、
米
量
茶
碗
ハ
自
分
に
も
一
個
所
持
し
て
い
る　
　

そ
の
茶
碗
ハ
元
益
田
紅
艶
旧
蔵
な
り
し
を
、
亡
兄
魯
堂
譲
り
受
け
、
後
自
分
の
手
に
入
り
し
物
、
此
の
為

今
日
こ
の
茶
碗
拝
見
に
興
味
を
持
ち
詳
細
に
見
る
と
、
胴
の
ふ
く
ら
み
少
し
脹
み
強
く
、
高
台
細
く
切
り
立
ち
、
土
味
も

荒
目
に
見
ゆ
る
。
釉
薬
色
目
も
同
じ
で
寂
ハ
予
の
方
が
ま
さ
る
か
と
思
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
客
耳
庵
翁
ハ
米
量
を
抱
な
が
ら
、
私
は
こ
の
茶
碗
を
拝
見
し
、
他
に
て
今
一
ツ
米
量
を
見
し
事
あ
る
が
、
益
田
さ
ん

で
も
な
く
一
寸
失
念
し
た
が
、
こ
れ
を
拝
見
し
て
思
い
出
し
ま
し
た
と
、
そ
れ
こ
そ
予
の
米
量
で
あ
る
。　
　
　

老
博
士
も
出
座　

茶
入
の
伝
来
な
ど
色
々
茶
談
の
末
、
親
美
翁
複
製
の
古
筆
手
鑑
な
ど
拝
見
し
、
三
時
同
家
を

辞
し
耳
庵
翁
縣
君
と
共
に
安
田
画
伯
に
導
か
れ
同
家
に
立
寄
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駅
よ
り
数
丁
離
れ
し
画
伯
の
住
い
小
河
に
添
し
閑
静
な
場
所
、
画
人
の
居
住
に
好
適
な
住
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

院
展
派
三
羽
烏
と
謂
る
丈　

こ
の
住
も
応
接
間
外
四
五
の
部
屋
、
画
室
ハ
階
上
ら
し
く
、
庭
も
俗
ケ
な
く
、
茶
を
運
ば
れ
し

夫
人
ハ
六
十
才
に
見
え
る
画
伯
夫
人
と
し
て
は
若
い
方　

態
度
シ
ト
ヤ
カ
で
、
画
伯
の
穏
和
風
格
に
ふ
さ
わ
し
く
見
ゆ
。
広
間
に
通
る

と
幅
ハ
な
く
琵
琶
床
に
彩
色
木
彫
狛
一
台　

こ
れ
は
予
の
見
る
目
に
模
作
品
で
あ
る
。
猶
床
ニ
寧
一
山

0

0

0

の
印
あ
る　
　
　
　
　
　
　

住
哀
恐
境
云
々
の
二
行　

前
に
根
来
盆
に
火
舎
香
炉
と
云
ふ
飾
附
に
も
美
術
家
ら
し
く
、
其
の
外
玉
畹
子

0

0

0

号
梵
芳　
　
　

（
相
国
寺
第
一
座
）
の
蘭
竹
の
絵
、
并
ニ
足
利
義
持

0

0

0

0

即
ち
顕
山

0

0

の
瀋
■
の
図　

老
子
ニ
似
タ
リ
、
馬
上
人
物
が

展
示
せ
ら
れ
た
が
、
な
か
な
か
良
い
絵
で
あ
る
。
猶
次
に
畦
に
豆
の
図　

宗
達
筆
墨
画
で
筆
者
得
意
の
墨
色
を
表

し
伊
年
の
丸
印
あ
る
。
雪
村
筆
瀧
に
鯉
の
幅
ハ
如
何
な
る
物
か
顕
山
宗
達
に
及
ざ
る
物
、
已
上
意
外
な
眼　

服
を
得
短
時
間
ニ
こ
の
接
待
を
謝
し
、
五
時
半
列
車
で
帰
京
し
た
。
安
田
画
伯
ハ
古
径
青
邨
両
氏
と
共
ニ
三
溪
翁
時

代
よ
り
の
知
己
な
る
も
自
宅
訪
問
今
日
が
初
め
て
。
流
石
当
時
一
流　

日
々
の
生
活
に
も
其
風
格
が
偲
ば
れ
た
。　

○
門
人
豊
の
茶 

十
月
廿
三
日
　
夜 

―
―
―
―
　
ｐ
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我
門
人
中　
只
一
人
佐
藤
（
（1
（

丈
が
茶
の
湯
に
親
み
田
中
仙
樵
老
に
愛
せ
ら
〔
マ
マ
〕、

妻
女
又
仙
樵
門
下
の
皆
伝
を
得
て
い
る
。
彼
も

ご
多
分
に
も
れ
ず
徴
用
工
と
し
て
軍
産
業
に
通
勤
中
の
多
忙
を
割
い
て
老
妻
と
共
に
夜
食
を
上
げ　
　
　
　

た
い
と
の
進
に
歯
痛
に
悩
み
な
が
ら
、
折
角
の
好
意
も
だ
し
が
た
く
五
時
か
ら
高
円
寺
彼
れ
の
住
に
出
か
く　
　
　
　
　
　
　
　

　

豊
ハ
勤
務
先
よ
り
帰
ら
ず
、
妻
女
一
人
で
準
備
中
。
予
ハ
土
産
に
自
作
信
楽
矢
筈
の
水
指
を
贈
っ
た
。
間
も
な
く
佐
藤
も
帰
り

床
ニ
魯
堂
筆　

二
祖
の
絵
を　
菊
紋
章

香
炉
を
自
作
盆
ニ
飾
る　

釜
兎
地
紋

新
釜

ニ
打
水
も
す
が
す
が
し
く　

食
事
向　
大
根
ヲ
ロ
シ

　
　
　
あ
へ

汁
地
み
そ　

生
ズ
イ
キ　

椀
干
う
ど
ん　

小
芋
小
松
菜　

大
根
の
ホ
ロ

吹
き　
馬
鈴
薯
の
白
煮　

香
物
辛
菜
と
云
ふ
歯
痛
に
対
す
る
妻
女
の
心
入

工
場
か
ら
特
配
の
ビ
ー
ル
一
本
も
心
の
込
っ
た
振
舞
で
あ
っ
た
。

食
事
が
終
わ
る
と
手
や
顔
も
炭
焼
女
の
如
く
黒
く
煤
け
た
妻
女
が
、
二
三
前
郷
里
山
形
土
産
の
栗
を
焼
き
初
め
て　

こ
れ
が
お
菓
子
と
即
座
に
皮
を
取
り
温
い
の
を
進
め
て
く
れ
し
は
、
時
節
柄
の
み
か
、
利
休
時
代
の
茶
菓
子

○
大
磯
加
藤
家
の
茶 

十
月
十
九
日
　
雨 

―
―
―
―
　
ｐ
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加
藤
さ
ん
の
大
磯
茶
も
前
夜
か
ら
の
大
雨　

乗
物
も
制
限
の
こ
の
頃
、
少
々
こ
の
雨
で
ハ
困
難
と
思
い
し
が
、
前
約
は

も
だ
し
難
く
、
品
川
で
落
合
ふ
耳
翁
の
埼
玉
か
ら
を
気
つ
か
い
な
が
ら
時
刻
品
川
に
出
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

濡
鼠
の
如
き
耳
庵
翁
と
共
に
乗
車
し
た
が
、
横
浜
ま
で
は
座
席
な
く
、
戦
時
交
通
の
難
行
で
大　
　

磯
着
、
同
行
を
約
し
た
縣
君
の
姿
は
見
え
ず
、
国
民
服
の
平
松
老
に
出
合
っ
た
。
久
し
く
会
な
い

老
も
時
局
柄
か
大
分
痩
お
と
ろ
え
た
よ
ふ
だ
。
老
亦
加
藤
さ
ん
相
伴
と
の
事
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
分
ハ
大
磯
の
加
藤
さ
ん
ハ
初
め
て
。
平
松
老
の
東
道
に
て
仕
合
せ
。
お
別
邸
ハ
駅
よ
り
間
近
の
山
上
で
あ

る
。
来
着
す
る
と
縣
老
既
に
先
着
の
外
、
大
磯
在
住
の
安
田
画
伯
（
（（
（

あ
り
、
之
又
久
し
振
り
の
出
合
で
あ
っ

た
。
今
日
の
お
催
ハ
加
藤
犀
水
博
の
若
主
人
正
武

（
（1
（

氏
と
の
事
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

耳
翁
を
先
頭
に
縁
側　
　

か
ら
入
席
す
る
と　

床
に
唐
画
芦
ニ

群
雁
の

幅　
雁
渡
る
季
節
画
様
ハ
よ
い
が
餘
り
感
服
さ
れ
な
い
画

間
も
な
く
紋
服
姿
に
■
然
と
正
武
氏
の
出
座　
　

　
　

ま
だ
青
年
の
氏
は
厳
父
同
様
茶
道
美
術
に
も
熱
心
、
特
に
古
筆
研
究
中
で
あ
る
。
先
々
代
よ
り
多
の

美
術
品
集
蔵
家
丈
、
今
日
の
お
催
を
期
待
し
た
。　

扨
お
主
人
の
挨
拶
に
ハ
折
角
遠
来
を
乞
い
し

も
駅
弁
位
い
の
お
粗
末
な
食
事
を
差
上
ま
す
と
、
隔
の
襖
を
開
か
れ
て
大
食
卓
ニ
半
月
弁
当
が
運
ば

れ
る
。
弁
当
上
に
ハ
大
朱
の
杯
が
乗
ら
れ
日
の
丸
即
ち
戦
勝
を
祝
す
意
味
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

胡
摩
振
飯　
鯉
の
刺
身
、
ハ
ゼ
、
小
松
菜
ヒ
タ
シ

牛
蒡
人
参
細
切
煮
込　
　
　
　
　
　
　

椀
う
ど
ん
松
茸

唐
か
ん
の
皮　

焼
物
鯉
の
甘
露
煮

玉
葱
な
ど
　

乾
山
四
方
重
ニ　

露
草
絵
ア
リ

終
り
に
南
瓜
丸
煮
ニ

鳥
の
焚
込

と
云
ふ
献
立　
已
上
は
若
夫
人
お
料
理
と
の
こ
と
、
父
君
主
人
も
共
に
相
伴
、
若
夫
人
に
蓑
君
の
給
仕

に
て
駅
頭
お
趣
向
な
振
舞
を
お
い
し
く
頂
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
事
が
終
り
庭
よ
り

小
間
に　
耳
翁　

安
田　

予　

縣

平
松
老
お
詰
に
て　
　
　

床
に
花
入
向
か
け

藪
枯
、
鈍
翁

0

0

朱
書

銘
弱
法
師　
　
　
　

花
四
ツ
鼓
（
赤
い
実
）

ホ
ト
ト
ギ
ス　
　

　

釜
切
子　

菊
地
紋　

風
炉

0

0

朝鮮

板
織部　

水
指

0

0

カ
ヤ
壷

備
前

茶
入
京
作
瀬
戸

銘
利
休
谷　

箱
ニ
「
利
休
谷

茶
入
　
箱
書
ハ
庸
軒
と

老
博
士
ノ
説

」

袱
紗
包

の
飾
付　

茶
杓

0

0

咄
斎
共
筒

銘
喝
子
　

建
水
曲　
蓋
置　

徳
元
作　

三
閑
人　
若
い
お
主
人
に
似
も
や
ら
ぬ
萬
事
が
大
侘
び
、
お
当
家
は

先
々
代
よ
り
美
を
以
て
誇
ら
れ
し
丈
今
日
の
道
具
組
ハ
　

意
外
に
印
象
つ
け
ら
れ
美
醜
の

主
人
と
対
照
に
も
一
段
の
寂

を
感
ず
る
内　

茶
碗

0

0　
又
古
高
麗
と
も
見
ゆ

唐
津
米
量

（
（1
（
　
　
　

と
称
す
る
大
振
り
は
至
極
妙
を　

得
た
取
り
合
と
感
服
し
な
が
ら

お
手
前
を
頂
戴
す
る
と
、
茶
名
好
の
白
と
言
は
ら
れ
し
、
如
何
に
も
マ
ズ
イ
お
茶
に
て
、
な
ん
と
し
て
も
咽
喉
を
通
ら
ぬ
悪

さ
、
思
い
出
し
た
ハ
先
々
月
古
筆
審
美
会
に
、
自
庵
提
供
の
お
礼
に
贈
ら
れ
し
茶
が
之
れ
と
同
よ
ふ
で
あ
り
、
お
厚
意
な
が

ら
打
捨
し
事
あ
り
。
大
家
に
し
て
最
も
心
入
べ
き
茶
を
何
た
る
事
か
と
不
審
に
た
え
な
く
、
幸
い
お
詰
が
平
松
老

の
豪
服
何
と
か
呑
み
ほ
し
た
よ
ふ
だ
が
、
心
掛
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。　
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れ
た
。
珍
し
い
作
意
で
あ
る
。
香
器

　
　
　
　
　
　
　
拝
見
後
　
　　
　
　

懐
石　
地
み
そ

小
茄
子
膾
の
向　
器
ハ
扇
面
形

　
　
新
物　
　

椀　

鳥
の
水
焚　
焼
物
カ
マ
ス

0

0

0

の

干
物　

織
部
鉢

八
寸　
伊
勢
海
老

姿
む
し
　

湯　
針　生

が　

香
物　
小
蕪

沢
庵　

酒
器
銚
子
青
磁
獅
子
蓋　

粉
引
徳
利　

杯
三
種

　

口
切
献
立
に
ハ
カ
マ
ス

0

0

0

干
物
、
味
噌
ア
エ
は
受
け
取
ら
れ
ぬ
が
、
之
れ
も
新
体
制
か
、
要
は
物
の
不
足
、
そ
れ
に
し
て

も
東
京
か
ら
一
流
大
家
を
招
き
、
口
切
の
前
ふ
れ
に
は
餘
り
の
簡
粗
す
ぎ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菓
子
ハ
お
手
製

栗
饅
　

こ
れ
は
至
極
結
構
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
よ
り
雨
と
な
っ
た
。
茶
事
の
秋
雨
は
一
入
閑
寂

を
そ
へ　

中
立
ハ
腰
か
け
に
、
一
閑
手
附
に
志
野
の
火
入
。　
　
　
　

　

お
自
慢
の
銅
羅
も
巨
離
〔
マ
マ
〕の

近
き
為
魚
住
銅
羅
の
響
き
の
深
さ
、

を
聞
き
つ
つ
再
入
席
す
る
と
。　
　
　
　
　
　
　

床
の
花
入　
銅
菱
形

尊
式
ニ
花
白
玉
ニ　

ハ
シ
バ
ミ
が

挿
さ
れ
て
あ
る
。
白
玉
の
葉
の
採
り
過
ぎ
が

　
　
目
に
立
ち
て
淋
し
く
、　　
　
　
　
　

水
指
木
地

曲
　

茶
入

0

0

薩
摩　

銘
望
月　

茶
杓
空
中
作　
　
　
　

八
十
一
才
の
刻
名　

茶
碗

0

0

斗
々
屋

0

0

0　
建
水

曲

と
云
ふ
組
合
せ
。
水
指
曲
に
建
水
又
曲
ハ
兎
も
角
、
茶
碗
斗
々
屋
は
良
い
茶
碗
な
が

ら
名
残
に
こ
そ
良
れ
口
切
に
ハ
不
適
な
物
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
の
本
山
を
自
任
さ
れ
る
翁
ハ
点
前
中
に
、
従
来
ハ
茶
入
の
牙
蓋
を
タ
ト
え
道
具
畳
で
も
置
く
の　

は
不
潔
と
考
へ
、
私
は
こ
れ
か
ら
裏
返
し
に
変
改
し
又
茶
杓
も
畳
に
置
く
よ
り
フ
ク
サ
に
の
せ
お
覧
に

入
れ
る
よ
ふ
致
し
ま
し
た
と
、
利
休
こ
の
方
の
型
破
り
の
披
ひ
に
之
又
横
紙
破
り
と
も
言
ふ
べ
き
見
る
か
ら

の
無
茶
ぶ
り
。
こ
こ
に
も
耳
翁
の
性
格
が
発
揮
せ
ら
れ
只
啞
然
た
る
の
み　

斯
く
し
て
濃
茶
ハ
練
れ
た　
　

無
準

0

0

の
長
講
話
を
聞
な
が
ら

巡
服
し
て
広
間
に

移
る　

床
に
光
悦
巻
の

断
簡
の
歌
「
神
無
日
の
御
室
濃
こ
す
え
い
か
な
ら
無

な
へ
て
野
山
も
し
く
れ
す
る
こ
賂　

」
又
一
首

「
龍
田
山
あ
ら
し
の
み
ね
に
よ
は
る
ら
む

わ
す
ら
ぬ
水
も
に
し
き
た
り
け
り　
　

」
台
紙

忍
草
絵　
翁0

の
能
面
を
金
銅
縁
時
代
盆
に
飾
ら
れ
て
あ
る
。　
　
　

番
茶
な
ど
振
舞
あ
り
、
近
藤
塩
原
両
翁
ハ
退

去
さ
れ
服
部
氏
我
ら
は
迹
に
残
り
、
小
貫
入
茶
碗
に
て
奥
さ
ん
を
交
へ
淡
茶
を
啜
り
な
が
ら
雑
談
に
ふ
け
り　

　

又
も
茶
道
革
新
論
を
聞
か
さ
れ
し
が
、
五
里
夢

〔
マ
マ
〕中
で
不
明
で
あ
っ
た
。
帰
途
ハ
幸
い
服
部
さ
ん
の
車
に
同
乗
し

雨
に
霞
む
川
越
街
道
の
宵
闇
を
一
路
帰
宅
し
た
。
時
に
七
時
、
無
人
の
自
宅
ハ
雨
戸
を
引
き
人
の
ケ
ハ
イ
な
く
、
留
主　
　
　

の
老
妻
の
姿
さ
え
見
え
ぬ
。
さ
て
ハ
停
留
場
に
迎
い
か
と
電
車
道
ま
で
出
掛
る
と
傘
を
持
っ
て
一
時
余
も
待
っ
て
い
た
と
の

事
に
気
の
毒
な
思
い
で
あ
っ
た
（
茶
に
ふ
け
る
人
を
待
つ
身
の
秋
雨
よ
）

○
柳
瀬
山
荘
口
切
の
茶 

十
月
十
七
日
　
火 

―
―
―
―
　
ｐ
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南
洋
洋
上
に
於
る
古
賀
（
７
（山

本
（
８
（の

両
司
令
官
の
戦
死
に
続
き
、
昨
十
六
日
台
湾
沖
、
沖
縄
島
の
敵
艦
隊
大
編
隊　

無
数
の
艦
上
機
の
猛
攻
は
、
最
近
稀
に
見
る
大
激
戦
、
沖
縄
に
於
る
島
民
の
受
け
し
損
害
ハ
家
屋
の
焼
失

七
千
八
百
有
余
、
倒
壊
家
屋
六
四
二
、
死
者
一
四
三
と
云
ふ
惨
害
を
被
っ
た
。
然
し
台
湾
沖
の
海
戦
に
ハ
敵
に
甚

大
の
損
害
を
与
へ
、
其
の
編
隊
三
部
の
一
を
撃
破
し
た
と
軍
の
発
表
に
国
民
ハ
歓
喜
し
て
い
る
が
、
台
湾
被
害　

は
未
発
表
、
軍
は
不
利
に
あ
え
ぐ
我
戦
況
に
対
す
る
志
気
昂
揚
の
為
こ
の
報
道
に
も
不
安
が
あ
る

敵
ハ
比
島
に
於
る
我
が
輸
送
途
を
中
断
せ
ん
為
の
行
動
は
云
ふ
迄
も
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

耳
庵
か
ら
口
切
を
催
す
か
ら
今
日
正
午
迄
に
お
出
あ
れ
と
の
事
、
十
月
中
ば
口
切
に
ハ
少
々
早
い
よ
ふ
だ
が
、
山

村
住
い
の
淋
し
さ
か
ら
人
恋
し
さ
の
餘
り
の
催
と
思
い
出
掛
る
。
途
中
池
袋
に
て
縣
君
に
落
ち
合
ふ
。

十
日
前
と
は
杜
も
野
も
秋
は
深
み
つ
つ
あ
る
。
田
甫
の
獲
入
、
乙
女
や
老
婆
の
立
働
く
中
を
白
鷺
の
群
が
飛
交
も

絵
巻
に
均
し
く
情
景
豊
で
あ
る
。
こ
の
野
趣
を
見
て
も
ま
だ
名
残
季
節
な
の
に
と
話
す
内
山
荘
に
つ
く
。　

時
刻
ハ
早
目
耳
庵
翁
ハ
半
頭
相
手
に
楽
し
ケ
に
準
備
中
。
翁
ハ
名
残
を
逆
に
口
切
を
差
上
た
い
、
お
客
に
頼
む　

は
興
味
な
い
が
、
花
丈
園
内
で
見
立
て
も
ら
い
た
い
と
の
事
。
今
頃
野
草
に
口
切
花
の
あ
る
訳
が
な
い
と

思
い
な
が
ら
園
内
を
探
す
と
、
流
石
タ
シ
ナ
ミ
白
玉
二
三
輪
を
見
つ
け
た
。
花
丈
ハ
申
分
な
く
、　

　

間
も
な
く
今
日
の
お
客　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

お
合
客
は
（
塩
原
禾
日
翁
、
近
藤
滋
弥
男
同
道
参
着　
　
　
　

続
い
て
服
部
山
楓
氏
も
入
来　

お
詰
ハ
縣
君
に
て
）

母
屋
敷
台
よ
り
入
室
す
る
と
、
疎
開
荷
物
の
英
国
製
古
風
な
洋
間
用
椅
子
テ
ー
ブ
ル
、
こ
の
板
戸
に

信
実
と
称
す
る
縣
君
の
賞
讃
し
た
人
丸
像
が
掛
っ
て
い
る　

自
分
ハ
承
服
さ
れ
ぬ
画　

　
　

長
テ
ー
フ
ン
〔
マ
マ
〕上

に

根
来
六
角
盆
ニ　

桜
湯
の
用
意
、
名
残
な
ら
ぬ
秋
の

口
切
に
桜
湯
と
は　
　

茶
道
新
体
制
を
主
張
せ
ら
れ
る
と
ハ
言
へ
、
こ
の
無
軌
道

ぶ
り
に
は
驚
い
た
。
間
も
な
く
主
人
の
迎
い
つ
け
に

土
肥
二
三
の
遺
構
且
座
席
へ
近
藤
男
を　
　
　
　

先
頭
に
長
露
地
を
、
空
は
ド
ン
よ
り
雨
を
気
遣
い
な
が
ら
席　
　

前
軒
端
に
一
本
の
柿
も
既
に
落
葉
し
な
が
ら
た
だ
一
ツ
、

萎
れ
し
葉
つ
き
の
残
り
し
も
風
情
と
よ
く
見
れ
ば
、
そ
れ
又
紐
に
て
結
ん
で
あ
る
。
吹
出
し
た
く
な
っ
た
自
分
は
、

去
年
夏
、
畠
山
さ
ん
の
忍
ず
池
朝
茶

（
９
（ニ
蓮
華
植
込
の
芸
当
を
思
い
出
し
、
そ
れ
に
ハ
耳
庵
の
茶
道
三
年
著
作　
　
　

中
に
ス
ル
ド
ク
非
難
さ
れ
て
あ
る

（
（1
（

。
興
を
添
へ
る
も
面
白
い
が
、
こ
の
芝
居
が
か
り
の
雑
技
に
は
笑
わ
な
く
て
ハ
い
ら
れ
な
く

　

　
さ
て
入
席
す
る
と
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

床
に
無
準

0

0

師
範
の
墨
蹟

0

0

山
澄

旧
蔵　

釜
霰
松

地
紋　

縁
時
代

黒
柿　
こ
こ
に
も
新
体
制
な
る
か
台
目
柱
内
水
指
座
ニ　
　

和
蘭
陀
勝
虫
絵
香
炉
、
金
地
蓬
莱
山
香
合
置
き
合

と
言
ふ
異
様
な
揃
い
に
目
を
見
張
る
内
、
お
主
人
出
座　

改
め
お
挨
拶
の
言
葉
に
、
勝
虫
香
炉
ハ
昨
日
発
表

の
戦
勝
を
祝
し
て
用
い
ま
し
た
。
お
炭
ハ
新
体
制
で
省
略
し
ま
す
、
香
ハ
炉
中
で
な
く
香
炉
に
と
一
炷
さ　
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○
初
秋
の
武
蔵
野
耳
庵
翁
を
訪 

十
月
九
日
　

晴 

―
―
―
―
　
ｐ
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数
日
前
の
大
雨
後
日
本
晴
れ
の
秋
日
和
を
幸
い
、
井
の
頭
に
於
け
る
服
部
氏
の
茶
に
耳
庵
翁
が
鼻
水
た
ら
し　

て
い
ら
れ
し
が
翁
の
鼻
水
ハ
い
つ
も
の
事
と
て
、
気
に
も
し
な
か
っ
た
の
に
、
翌
日
か
ら
発
熱
病
床
中

と
聞
き
、
こ
の
好
日
に
見
舞
か
た
が
た
初
秋
の
武
蔵
野
を
賞
せ
ん
と
、
弁
当
パ
ン
を
用
意
し
て
出
掛
く
。

　

田
舎
は
今
陸
稲
の
刈
採
甘
藷
堀
り
の
最
中
、
そ
れ
を
目
当
に
買
出
部
隊
の
行
列
、
田
舎
道
ハ
何　
　
　
　

と
云
ふ
て
も
長
閑
で
あ
る
。
柳
瀬
川
ま
で
来
る
と
、
南
埼
玉
に
水
田
の
少
な
〔
マ
マ
〕の

に
、
こ
の
附
近
か
ら
下
流
ハ
僅
か

な
が
ら
田
甫
が
開
け
て
い
る
。
水
田
に
も
鎌
入
に
農
家
丈
が
昔
に
化
る
。
米
食
か
と
思
ふ
と
、
携
へ
し
パ
ン
弁　
　

当
が
重
い
感
さ
へ
さ
れ
る
。
山
荘
に
着
く
と
、
ま
だ
病
床
中
と
思
い
し
耳
翁
ハ
、
日
当
り
好
き
縁
側
に

て
、
茶
の
湯
に
関
す
る
時
局
即
応
の
法
式
に
つ
き
、
自
己
草
案
の
草
稿
中
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縁
側
ハ
前
日
の
大
風
で
落
ち
た
栗
干
で
雑
然
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

突
然
の
訪
問
に
翁
の
喜
び
、
早
速
千
代
子
さ
ん
に
命
じ
栗
絞
り
の
菓
子
が
出
来
た
。

囲
い
の
壁
ニ
道
六
よ
り　

利
休
老
へ
の
「
雨
ふ
り
つ
つ
き
候
へ
者
■
の
手
造
に
山
の
芋
少
　々
　
　
　
　

差
上
候
昼
後
は
土
門
氏
へ
出
来
候
必
■
御
光
来
相
待
候
か
し
く
」
蔵
六
〔
マ
マ
〕花

挿

利
休
老
　

と
云
ふ
文
が
残
る

何
と
云
ふ
即
興
適
幅
か
、
耳
翁
の
物
数
寄
は
、
時
ニ
応
じ
て
如
斯
蔵
幅
の
用
意
、
茶
友
の
興
味
は
か
く
あ
る
べ
き　

も
の
と
ぞ
感
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

病
後
の
疲
労
も
忘
れ　
　

蔵
か
ら
取
出
さ
れ
し
水
指

0

0

ハ
南
蛮

芋
頭　

魯
堂
旧
蔵　

茶
入　
二
代

宗
哲
棗　

茶
杓　
如
心
斎

作　
　
　

茶
碗

0

0

唐
津
に
て

　

濃
茶
を
振
舞
れ
た
。
茶
は
不
時
の
来
客
に
対
す
る
心
構
こ
そ
肝
要
で
あ
り
興
味
を
添
へ
る
も
の
。
一
人　
　

一
客
に
も
こ
の
振
舞
の
ゆ
か
し
さ
ニ
即
興
程
器
物
の
取
合
せ
に
巧
み
な
く
如
斯
き
面
白
く
出
来
る
物
で
あ
る
。

　

間
も
な
く
茶
に
ふ
け
る
内　

お
昼
と
な
り
食
事
の
用
意
も
さ
れ
た
が
、
パ
ン
食
の
用
意
あ
り
と
辞
退
を
し

た
が
、
パ
ン
は
孫
に
お
揚
し
た
い
と
て
卓
を
囲
み
野
菜
料
理
を
頂
戴
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
会
放
れ
の
こ
の
山
荘
時
局
の
雑
音
も
聞
か
ず
、
井
の
頭
の
茶
談
な
ど
に
ふ
け
り
秋
色
を
賞
し　
　

閑
話
の
内
に
亦
一
服
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
次
郎
作

早
雲
と
称
す
る
黒
筒
茶
碗

0

0

に
て
茶
を
振
舞
れ
た　

こ
の
茶
碗
ハ
其
肌
合
　
尼
寺
又
ハ
志
賀
寺
に
似
た
る
出
来　
　

に
て
寂
も
あ
り
近
来
の
得
物
の
よ
し

か
れ
こ
れ
す
る
内
三
時
を
過
ぎ
た
。
翁
の
静
養
を
乞
い
、
土
産
の
甘
藷
包
を
杖
の
先
に
肩
に
せ
お
い

栽
松
老
人
な
ら
ぬ
巻
ケ
ー
ト
ル
野
人
姿
で
帰
路
に
つ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ズ
イ
キ

鰤
細
切
味
そ
鱠　

栗
飯　
鉄
鍋
ニ

う
ど
ん
煮
込
、
焼
物
鰤　
強魚
八
ツ
頭　
進
魚

雲
丹　

八
寸
百
合
根

枝
豆

薫
製　
香
物
胡
瓜　

茄
子
の
浅
漬

　

酒
器
粉
引
の

片
壷

絵
ア
リ　
杯
染
附

捻
外
　

已
上
食
器
ハ
徳
利
の
外
全
部

新
物
揃
い
丈
　

お
主
人
の
意
図
が
古
器
に
と
ら
わ
れ
ず
新

機
軸
発
揚
も
時
節
柄
嬉
し
く　

院
の
歌
仙
切
ハ
今
日
の
正
客
に
も
お
秘
蔵
さ
れ
あ
る
も

お
筆
の
良
否
を
兎
や
角
く
ハ
畏
れ
多
い
が　
　
　
　

こ
の
お
幅
が
秀
れ
し
よ
ふ
感
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　

お
宸
筆
を
前
に
お
懐
石
を
頂
く
光
栄
を
思
ふ

う
内
中
立
は
腰
掛
に　
　
　

こ
こ
に
飴
掛
団
子
が
運
れ
る　
雨
に
潤
ふ
庭
園　

庵
主
の　
　

た
し
な
み
行
き
届
も
ゆ
か
し
く　
再
迎
ゐ
つ
け
に

　
　
　
後
席
ハ　

向
懸
花
入

0

0

白寂

花

山
芍
薬
の
実

か
る
萱
添
へ　

近
来
見
事
な

お
花
　

書
院
へ　
炭
具

飾
り　
炭
斗
時
代
桜
皮
組

火
箸
鉄
四
角　
　
　

釻
象
眼

入
　

釜
敷
時
代

籐
組　

灰
器

0

0

信楽

　

水
指

0

0

0

備前

　

茶
入

0

0

竹　中
次

袋
和
蘭
陀

木
綿
　
こ
の
中
次
は
侘
び
も　

あ
り
こ
の
種
中
の
珍
品　
唐
物
葮
と
あ
る
も　
　
　
　
　
　
　
　

和
作
竹
材
に
て
唐
漆
風
の
塗
り
面
白
い

茶
杓

0

0

遠州
歌
銘　

筒
に
「
あ
サ
し
あ
ふ
み
さ
す
か
に
か
け
て
堂
の
む
に
ハ

か
か
ぬ
も
つ
ら
し
か
く
も
う
る
さ
し　

宗
甫　

」
竹
ハ
寂
び
竹

　
　
に
て
　

茶
碗

0

0

斗
々
屋

0

0

0

大
侘
び

作
行

強
く

高
台
廻
り
ヘ
ラ
目
　
　

広
く
そ
の
為
一
筋
見
ゆ
。　
こ
の
茶
碗
に
つ
き
面
白
き
挿
話
が
あ
る
。
元
舅
ご
塩
原
禾
日
庵
所
蔵
な
り
し
を
服
部
さ
の
〔
マ
マ
〕物

数
寄　
　
　
　

か
ら
、
物
こ
そ
あ
れ
自
動
車
と
交
換
せ
ら
れ
し
物
と
、
不
思
議
の
よ
ふ
で
あ
る
が
、
今
よ
り
廿
年
前
な
ら
自

動
車
も
千
金
餘
り
で
買
へ
る
時
代
、
其
頃
既
に
山
楓
氏
の
観
識
と
物
数
寄
の
為
、
こ
の
得
物
こ
そ
正
に
お
舅
の
敗　

北
で
あ
る
。
禾
日
翁
亦
愛
婿
可
愛
さ
の
為
と
茶
道
に
引
入
ら
れ
る
策
略
か
う
で
も
あ
ら
ん
と
、
昔
語
に
一
同
大
笑
。

何
れ
に
し
て
も
名
残
茶
碗
に
申
分
な
く
、
水
指
茶
入
寂
茶
杓
共
ニ
侘
び
に
徹
し
た
振
舞
ハ
、
壮
年
の
お
主
人
末
お

そ
ろ
し
き
御
手
腕
で
あ
る
。
老
大
家
の
連
客
三
十
■
を
喰
っ
た
態
た
ら
く
。
さ
て
お
開
き
ハ
奥
の
広
間
へ

床
其
一
筆　

彩
色
七
草　

床
脇
野
の
宮
蒔
絵

小
硯
箱　

を
飾
ら
れ　
道
具
畳
に
ハ

白
木
造
り

引
出
し
附
箱
棚
瓶
掛

飾
り
に
銀
瓶　
已
上
に
よ
り
揃
い

あ
り
て
淡
茶　

　

　

茶
入
ひ
さ
ご
形

三
保
富
士
蒔
絵　

茶
碗

0

0

お
自
作

0

0

0

黒
楽
筒　

替
伊
羅
保

0

0

0

碗
形

　
本
茶
碗
黒
楽
は
過
る
夜
山
楓
氏
持
参
夜
襲
（
６
（の　

　
　

折
初
見
し
是
非
耳
庵
翁
に
一
服
と
進
め
し
が
実
現

し
た
訳
、
只
新
趣
向
木
地
仕
込
小
棚
は
何
と
し
て
も
小
児
じ
み
し
は
前
席
老
大
家
を
し
の
ぐ
振
舞
と
は
、
甚
し
き

相
違
に
て
或
ハ
異
表
の
表
現
あ
ら
ん
も
、
今
少
し
何
と
か
趣
向
の
あ
り
し
な
ら
ん
物
と
考
ら
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
番
茶
水
果
子
な
ど
お
接
待
中

　
　
　
　
宗
中
筆
虫
の　

歌
合
巻
の
披
見
が
あ
り
場
所
は
井
ノ
頭
閑
寂
裡
に
清
談
興
に
ふ
け
り
、
時
の

過
る
を
忘
れ
、
深
き
お
持
成
を
謝
し
連
客
と
共
に
東
上
帰
庵
し
た
。
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一　

清
拙
墨
蹟　

齋
首
座
清
以
別
称
、
之
曰
平
心

巨
峯
清
拙　
松
平
家
蔵　

平
心
之
字
号　

一　
大
通
院

　
蔵　
　

梵
僲
竺
仙
墨
跡　

一　
妙
心
寺

　
蔵

大
燈
国
師
印
可
状

与
■
玄　

一　
妙
心
寺

　
蔵　
　

大
燈
国
師
開
山
二
大
字　
細
字

ア
リ　
已
上
貴
重
な
高
僧
碩
徳　
　
　

の
墨
跡
に
ハ
我
ら
凡
眼
た
り
共

敬
虔
た
る
も
の
が
あ
り
、
茶
家
ノ
言
ふ
詩
喝
の
字
句
或
ハ
文
字
配
置
の
良
否
は
別
と
し
て
、
然
し
其

学
徳
識
見
ハ
詩
喝
筆
意
に
も
表
れ
、
流
石
古
筆
よ
り
禅
を
基
と
た
る
茶
家
に
尊
重　
　
　
　
　
　

　

せ
ら
れ
し
所
以
で
あ
る
。
此
の
観
賞
中
耳
庵
翁
お
持
出
し
の
薄
茶
が
堀
口
捨
己
、
粟
田
天
青
木
村
の

諸
君
が
半
頭
で
茶
が
運
ば
れ
た
。
近
頃
耳
庵
翁
に
ハ
之
ら
名
同
朋
の
出
来
た
事
ハ
結
構
で
あ
る
。　

田
山
方
南
氏
の
墨
跡
に
対
す
る
有
益
な
講
和
を
聞
き
帰
宅
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
根
津
美
術
館
こ
ん
な
お
催
し
に
つ
い
て
も
嘉
一
郎
翁
の
遺
徳
の
賜
物
で
あ
り
研
究
家
に
益
す
る
大
な
る
と
云
べ
し

○
服
部
山
楓
氏
野
水
庵
持
ち
出
茶 

十
月
一
日 

―
―
―
―
　
ｐ

494

仲
秋
観
月
も
夜
来
の
雨
に
て
望
ま
れ
よ
ふ
も
な
く
、
殊
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
平
洋
上
孤
島
に
於
る
二
百
万
余
の
戦
死
英
霊
を
報
ず
る
今
日
、
天
も
そ
の
悲
報
を
哀
み
て
か
、

　

渋
谷
帝
都
駅
に
て
耳
庵
翁　

縣
君
と
落
合
ふ
。
雨
の
井
の
頭
公
園
湖
畔
も
人
な
く
秋
雨
粛
々
と
し

て
老
杉
下
を
野
水
庵
に
入
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

今
日
の
お
合
客
ハ　
（
近
藤
滋
弥
男　

松
永
耳
庵
翁

塩
原
禾
日
庵
翁　

縣
君
に
予
）　
近
藤
男
に
ハ
前
日
根
津
美
術
館
に　

て
お
会
せ
る
も
禾
日
庵
翁
に
ハ
病
養

中
と
聞
き
し
に
御
回
復

出
盧
を
祝
し
た　
　
　
　

寄
附
待
合
に
ハ
細
川
三
斎

0

0

0

0

の

消
息
に　

　
「
時
雨
に
や
筆
と
り
あ
け
て　

　
　
　
　
　
　
　

物
わ
す
れ
」
の
一
句
あ
り

こ
の
秋
雨
に
一
興
を
添
ら
る　
時
代
角

瓶
掛

ニ
鉄
瓶　
祥
■
作
汲
出
し

振
出
し
鈍
阿
作　
莨
盆
と
云
ふ　
　

　
　

か
ま
へ
の
内

お
主
人
山
楓
氏
の
迎
い
つ
け
に
耳
庵
翁
先
頭
に
予
お
詰
役
と
な
り　

　
　
　

雨
後
の
露
地
を
野
水
庵
に　

初
秋
の
庭
に
ハ
色
染
め
し
漆
は
ぜ
の

紅
葉
を
添
へ
て
い
る
。　
　
　

床
を
仰
ぐ
と
後
鳥
羽
院

0

0

0

0

御
筆　
　

歌
仙
切　
藤
原
の

元
輔

御
歌
「
あ
き
の
野
の
ふ
る
き
に
し
き
お
ふ
る
里
に

し
か
の
ね
な
が
ら
う
つ
し
て
し
か
な　
　

」
黄
瀬
戸
胴
〆
香
炉　

内
朱
四
方
盆
ニ
備
へ

後
鳥
羽
院
御
歌
詞
の
秋
の
ふ
け
ゆ
く
里
に

哀
し
く
も
鹿
の
な
く
を
聞
か
れ
物
あ
わ
れ
を
お
身
に
偲
ば
れ
し
御

境
涯
を
拝
し
季
節
の
み
か　

　

往
時
を
憶
ば
ざ
る
に
は
い
ら
れ
な
い

　

釜
ハ
雲
龍　

四
方
釜　

風
炉

0

0

古鉄

が
構
へ
ら
れ
て
い
る　
お
主
人
改
め

お
挨
拶
の
上　

懐
石

前
切

膳
ニ
向
を
略
し
弁
当

仕
込
に
て

広
い
土
間
一
面
古
火
鉢
火
入
或
ハ
五
徳
な
ど
、
所
狭
き
迄
に
取
出
し
、
灰
の
仕
末
や
整
理
に
頭
上
灰
を
あ
び
な
が
ら
、

奥
さ
ん
は
と
聞
け
ば
家
内
は
体
も
悪
く
臥
床
中
と
、
之
れ
で
ハ
仮
病
で
も
し
な
け
れ
ば
と
微
笑
す
る
内　
　

仰
木
さ
ん
方
で
す
か
と
夫
人
ハ
起
床
さ
れ
た
も
想
像
通
り

　

主
人
ハ
皆
さ
ん
に
淡
茶
で
も
と
若
夫
人
に
命
ぜ
ら
れ
早
速　

お
菓
子
に
ハ
南
瓜
焼

0

0

0　

布
巾
絞
と
云
ふ
珍
菓
。

　

お
茶
を
見
る
と
イ
ツ
挽
し
物
か
変
色
の
古
茶
に
少
々
辟
易
し
茶
丈
ハ
辞
退
し
た
。
翁
の
整
理
は
一
時
間
余
、
其
間　
　

我
ら
は
園
内
逍
遥
し
た
。
扨
漸
く
翁
も
一
段
片
付
た
と
見
え
火
入
の
内
よ
り
祥
瑞
火
入
を
取
り
出
し
、
こ
れ
に
て
一
服

差
上
た
い
と
水
で
清
ら
れ
た
。
如
何
に
何
ん
で
も
今
迄
灰
の
入
ら
れ
し
火
入
に
て
と
思
っ
た
が
、
蛮
的
の
翁
ハ
其
ま
ま
一
服
点

ら
れ
た
古
抹
茶
、
か
れ
之
れ
す
る
内
翁
ハ
仰
木
さ
ん
兼
而
お
譲
り
受
け
し
芦
屋
真
形
釜
ノ
替
り
に
差
上
る　
　
　
　
　

筈
の
釜
を
撰
し
出
し
て
置
い
た
か
ら
お
気
に
入
っ
た
ら
お
持
願
た
い　

庫
ま
で
お
越
し
と
の
事
に
て
倉
に
這
る
と
、
三
ツ
四
ツ

取
揃
て
あ
る
。
人
ハ
不
思
議
な
心
情　

こ
う
言
は
れ
と
言
は
れ
ま
ま
撰
抜
く
訳
に
も
ゆ
か
ず
古
芦
屋
九
転
釜
を
譲　
　
　
　
　

り
受
る
事
に
決
し
た
。

蓋
唐
金　

箱
黒
塗　

扨
食
事
ハ
夫
人
と
共
に
四
人
卓
を
囲
み　
　
　
　

農
園
野
菜
丈
の
料
理
の
甘
味
さ
ハ
格
別

奥
の
斜
月
亭
に
て
肥
前
二
川
焼

刷
毛
目
写

茶
碗

水
指　
青
銅
共
蓋

経
筒　

　
　

床
ニ
西
行
歌
切
三
首　
　
　
　

は
ち
す
わ
に
に
た
る
云
々
が
掛
り

　

茶
入
一
閑

宗
旦
在
判

茶
杓
庸軒
作
に
て
濃
茶
が
振
舞
れ

猶
迹
に
斗
々
屋

0

0

0

平
茶
碗

0

0

0

が
用
ら
れ
た
。
こ
の
斗
々
屋
ハ
初
め
て
見
る

見
込
の
赤
味
置
目
の
良
さ
近
来　
　
　
　

　

の
名
碗　

高
台
廻
り
普
通
よ
り

　

深
く
作
行
申
分
な
き
品　
　
　

扨
最
後
に
染
附
型
物

0

0

0

0

歌
々
鳥

0

0

0

香
合
拝
見
し
た　

こ
の
歌
々
鳥
ハ
六
角
横
側
よ
り
枯
木
を
描

き
横
向
鳥
の
画
と
、
上
部
甲
上
よ
り
枝
を
下
ニ

降
し
正
面
向
き
の
附
画
と
が
あ
る

こ
の
香
合
ハ
第
二
の
絵
附　
　
　
　

畠
山
家
蔵
歌
々
鳥
ハ
第
一
の
格
式
、
な
か
な
か
の
優
品
、
主
人
の
話
で
ハ
近
頃
伊
勢
の
某

旧
家
よ
り
出
し
品
、
只
価
五
万
金
と
の
事
で
た
め
ら
っ
て
い
る
と　
　
　
　
　

余
ハ
他
の
茶
碗
類
の
高
価
を
比
較
し
、
他
の
品
を
払
っ
て
も

お
求
め
あ
る
べ
し
と
進
言
し
て
お
い
た
、
惜
き
香
合　
　
　

で
あ
る
。
突
然
に
訪
問
に
拘
ら
ず
お
茶
迄
頂
戴
し
釜
も　
　
　
　

譲
り
受
け
好
き
道
と
て
重
い
釜
を
抱
へ
夕
刻
帰
宅
す

○
根
津
美
術
館
に
於
る
墨
蹟
会 

九
月
廿
九
日 

―
―
―
―
　
ｐ
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時
局
の
悪
化
は
刻
々
に
迫
る
の
と
盛
夏
の
為　

茶
の
湯
に
遊
ぶ
い
と
ま
も
な
く
過
ぎ
た　

墨
蹟
賞
玩
が
近
来
復
活
し
古
筆
仮
名
書
と
共
に
市
価

を
昴
め
た
。
根
津
美
術
館
に
ハ
各
家
蔵
幅
が

展
観
せ
ら
れ
参

観
す　

　

先
づ
松
永
家
蔵　

茂
古
林
横
物

（
４
（、兀
庵
墨
蹟
十
方
同
聚
合
、
筒
々
学
無
為
、
北
道
選
仙
物
、
心
室
及
鳥
帰

之
四
行
横
物　

香
炉
印
兀
庵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫
金
老
人　
契了
大
横
物
後
藤
〔
マ
マ
〕慶

太
氏

　
　

蔵　

　
　

同
筆
大
横
物　
　

服
部
元
三

（
５
（蔵　

予
ハ
服
部
家
を
好
む　

一　

茂
古
林
澤
庵
和
尚

奥
書
ア
リ　
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本書影印本（戦前・戦中）496-499頁
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本書影印本（戦前・戦中）492-495頁
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○
我
庵
に
於
る
審
美
会 

七
月
廿
日
　
雨 

―
―
―
―
　
ｐ

491

服
部　
中
村
両
氏
か
ら
古
筆
研
究
審
美
会
今
月
当
番
が
加
藤
正
武
氏
で
あ
る
が
、
会
場
の
都
合
上
自
庵
提

供
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
趣
味
の
つ
ど
い
な
り
何
れ
も
知
己
の
方
々
故
快
諾
し
た　
　
　
　
　
　
　

従
っ
て
掛
物
茶
器
等
何
れ
も
持
出
し
今
日
ハ
亡
兄
の
忌
日
と
て
朝
よ
り
松
花
堂
消
息
佐
川
田
喜
六
宛
盂
蘭

盆
に
つ
い
て
の
幅
、
奥
に
は
不
動
尊
な
ど
飾
り
し
も
そ
れ
を
改
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
席
に
ハ
時
代
蓮
形

鉄
風
炉　
　

霰
ひ
さ
ご
の
鉄
瓶
丈
を
用
意
し
て

待
つ　
　
　
　
　

朝
八
時
ニ
田
中
親
美
、
福
田
君
を
先
頭
に
蓑
君
、

中
村
、
加
藤
、
服
部
氏
を
後
■
り
に

中
村
氏
ハ
広
間
に
亡
兄
筆

竹
に
双
雀
の
幅
と
青
磁

香
炉
出
品
炷
香
せ
ら
れ
た
。
当
番
加
藤
氏
ハ

小
間
床
に　

基
俊
の
盛
夏
の　

歌
一
首
を

　

茶
入
ハ
鈍
翁
好

薄
茶
器　

茶
杓
四
代
尚
好
斎

　
　
作　

　

茶
碗
薩
摩
ノ
筆
洗

片
身
替
り

と
云
ふ
極
め
て
簡
単
な
道
具
組
に
て

茶
丈
ハ
自
宅
提
供
し
て
蓑

君
の
手
前
に
て
淡
茶　

一
巡
の
後　

予
に
対
し　

是
非
一
服
と
所
望
せ
ら
れ
、
亡
兄
を
偲

ぶ
意
味
か
ら　
　
　
　
　
　
　

　

茶
碗
魯
堂
作
銘

破
れ
衣
　

替
中
村
氏
よ
り
到
来
　

　
　
　
　
瀬
戸
唐
津

茶
杓
ハ
加
藤
氏
の
を

　
　
用
い

淡
茶
を
供
し
広
間
に
て
ト
マ
ト
番
茶
な
ど
真
夏
に
ふ
さ
は
し
き
物
を
呈
し　
　
　
　
　
　

　
　

古
筆
に
対
す
る
親
美
翁
の
講
話
が
あ
り
清
談
後
十
一
時
散
会
せ
ら
れ
た
。

○
縣
君
に
引
ず
羅
礼
柳
瀬
急
襲 

七
月
廿
九
日 

―
―
―
―
　
ｐ
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池
袋
駅
に
て
縣
君
と
落
合
い
柳
瀬
荘
行
き
、
途
中
車
上
よ
り
見
る
潜
道
ノ
畑
は
数
日
前
襲
い
し
降
雹
の
為
、
見
る
も
無
惨
な

被
害
甚
大
で
あ
る
。
野
菜
不
足
の
折　

天
は
無
情
で
あ
る
。
志
木
か
ら
の
畑
道
ハ
今
甘
藷
の
葛
か
へ
に
、
村
の
乙
女

は
手
さ
ば
き
も
あ
ざ
や
か
に
働
い
て
い
る
。
予
ハ
縣
君
を
う
な
が
し
乙
女
の
側
に
行
き
、
其
ツ
ル
返
し
の
功
果
な
ど
聞
く
も
野
良
情

緒
、
厚
い
野
道
を
進
む
中
、
自
転
車
上
の
老
人
が
広
尾
の
仰
木
さ
ん
か
と
声
を
掛
け
る
。
見
る
と
そ
れ
は
町
内
住
木
下
薬
局
老
主
人

で
あ
る
。
老
は
車
を
降
り
、
私
も
大
和
田
在
竹
間
沢
部
落
が
古
郷
ゆ
へ
、
兄
の
山
に
小
屋
を
建
て
、
東
京
の
店
ハ
若
い
者
に
任
せ

疎
開
旁
漸
く
小
屋
も
出
来
ま
し
た
が
、
電
燈
が
引
け
ず
、
石
油
ラ
ン
プ
と
云
ふ
原
始
的
生
活
、
之
れ
か
ら
志
木
迄
石
油
買
と　
　

如
何
世
の
中
ノ
深
刻
を
思
は
せ
る
。
老
は
又
こ
の
先
か
ら
小
屋
が
見
え
ま
す
と
道
を
後
戻
り
し
て
遠
く
の
杜
を
指
さ
す
。

縣
君
ハ
そ
れ
を
見
て
、
先
達
古
径
青
邨
両
画
伯
と
あ
の
屋
根
を
見
て
、
良
い
場
所
に
茅
葺
が
あ
る
羨
し　
　
　
　
　
　

　

さ
お
噂
し
ま
し
た
と
、
そ
れ
程
杜
の
丘
よ
り
柳
瀬
の
土
堤
見
渡
す
田
甫
、
武
蔵
野
を
視
野
に
納
め
る
好
地
位
で

あ
る
。
急
が
ぬ
道
と
て
町
内
の
知
人
に
田
舎
道
の
対
話
の
娯
し
さ
、
扨
山
荘
に
着
く
と
突
然
の
訪
問
に
翁
は

○
服
部
山
楓
氏
持
ち
込
夜
襲
の
茶 

七
月
九
日
　
夜 

―
―
―
―
　
ｐ
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佐
世
保
軍
港
を
目
標
に
北
九
州
に
か
け
敵
の
大
編
隊
は
今
暁
二
時
に
大
爆
撃
を
行
っ
た
。
帝
都
爆
襲
も
身
近
に
逼

る
此
頃
、
昼
の
炎
暑
に
夜
は
ニ
ー

〔
マ
マ
〕ス
に
耳
を
傾
け
夜
半
の
敵
襲
を
お
そ
れ
早
寝
仕
度
に
夜
具
を
敷
き
し

頃　

服
部
正
次
氏
か
ら
一
品
手
に
這
っ
た　

こ
れ
か
ら
茶
箱
を
提
げ
菓
子
も
用
意
で
出
掛
る
が
如
何
と
の
電
話
、
然
も
同
行

一
人
で
あ
る
と
の
事
。
東
洋
一
の
時
計
会
社
も
今
は
軍
産
業
と
転
換
に
多
忙
の
社
長
山
楓
氏
が
、
茶
友
と
し
て
の
こ
の
老　

人
へ
の
厚
意
も
だ
し
が
な
く
、
心
良
く
お
待
ち
を
約
し
た
。
盆
前
と
て
床
に
仏
画
を
掛
け
て
あ
り
し
も
、
茶
に
は
不
向
き
。

　

少
し
季
節
に
早
い
が
光
広
卿
女
郎
子
短
冊
を
掛
け
、
花
入
籠
に
庭
の
雁
皮
花
一
輪
を
活
け
銀
瓶
に
湯
の
用
意　
　
　
　
　

妻
は
涼
を
取
る
為
庭
の
打
水
し
て
待
つ
間
程
な
く

　

八
時
と
云
ふ
に
同
伴
者
と
共
に
参
入
さ
れ
た　
　

其
伴
ハ
元
伊
勢
丹
の
店
員
蓑
君
で
あ
り
知
人
で
あ
っ
た
。　
　
　
　

夜
と
は
云
へ
暑
い
折
上
着
を
■
し
て
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
氏
ハ

　

今
夕
蓑
君
も
来
り
一
服
淡
茶
で
も
と
考
へ
た
が
、
同
じ
呑
む
な
ら
貴
老
と
共
に
啜
り
た
い
の
で
空
襲
な
ら
ぬ
夜
襲　
　
　
　

を
掛
け
た
。
こ
の
急
襲
に
拘
ぬ
、
露
地
の
打
水
、
お
床
の
光
広
女
郎
子
句
と
云
い
雁
皮
の
花
迄
お
心
入
れ
は
恐
れ
入
っ
た
と

如
才
な
い
挨
拶
と
共
に

手
製
で
あ
る
が
と
菓
子
羊
か
ん
を
自
ら

青
葉
迄
用
意

し
て
銘
々
盆
に　

茶
碗

0

0

黒
楽

0

0

風

筒　

茶
杓
二
ツ
折

新
作

　

茶
入

0

0

桑　木
地

さ
て
一
服
拝
服
し
茶
碗
を
見
る
と

手
造
新
物
、
胴
に
一
刷
毛
ノ
白
釉　

サ
テ
ハ
山
楓
氏
お
自
慢
自
作
と
お
ぼ
へ
た
の
で
、
鑑
定
違
は
お
免
を

こ
う
む
る
が
お
自
作
な
ら
ん
と
尋
る
に
、
こ
れ
は
恐
入
っ
た

実
ハ
過
る
日
塩
原
禾
日
庵
に
於
る
、
空
中
寒
月
茶
碗
、
大
樋
焼
写
の
折　

土
の
残
り
で
手
造
し
た
の
が
、
寒
月　
　

写
は
出
来
ず
、
私
の
拙
作
丈
届
い
た
。
大
樋
の
薬
か
け
面
白
か
ら
ず
と
の
事
に
、
予
は
同
意
せ
ず
、
釉
か
け
ハ
成
功

其
訳
ハ
寒
月
の
よ
ふ
に
、
竪
に
白
釉
を
刷
毛
て
は
普
通
、
横
刷
毛
を
施
し
た
の
大
樋
と
し
て
は
大
成
功
の
み
な
ら
ず

季
節
に
さ
は
ら
ぬ
名
出
来
を
た
た
へ
し
に
ハ
満
足
ゲ
で
あ
っ
た　

猶
こ
の
茶
碗
に
て
当
時
同
席
の
耳
庵
翁
へ
も　
　
　

一
服
お
進
め
乞
ふ
と
話
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
茶
入
を
観
る
と　

小
林
如
泥

0

0

0

0

作
と
鑑
定
し
、
之
又
適
中
し
た

　
　
　
　
　
蓋
に
不
昧
公
朱
書　

と
あ
り
底
に

（
呑
々
軒
）
の
如
泥
刻
名
が
あ
る

如
泥

0

0

ハ
松
平
不
昧
公
に
其
の
名
工
手
腕
を
愛
せ
ら
れ
、
公
の
庇
護
の
元
に
大
く
の
名
作
を
遺
し
て
い
る
近
世
稀
に
見

る
名
工
、
彼
れ
は
酒
豪
の
為　

酒
を
あ
お
り
路
傍
に
傾

〔
マ
マ
〕れ
前
後
忘
却
す
る
処
よ
り
、
公
は
彼
れ
に　
　
　
　

如
泥
と
云
ふ
号
称
を
与
へ
ら
れ
た
と
伝
ふ

　
　
　
　
　
茶
事
ハ
貴
賤
を
と
わ
ぬ
風
事　

服
部
氏
の
今
宵
の
振
舞
こ
そ
忙
中
閑
を
さ
き
老
茶
友
を
慰
ん　

為
の
韻
事
を
深
謝
し
十
時
を
過
ぎ
辞
去
せ
ら
れ
た
。
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の
上
迄
後
押
し
シ
ヨ
ウ
ト
話
す
と
旦
那
ハ
ま
だ
お
若
い
が
私
ハ
七
十
七
才
に
も
な
り
ま
す
。
若
い
者
ハ
天
皇
様
の
為
に
兵
隊　
　
　

に
行
き
迹
ハ
年
よ
り
斗
り
で
苦
労
を
し
て
い
ま
す
と
か
こ
ち
な
が
ら
、
自
分
ハ
坂
の
上
迄
汗
だ
く
に
後
押
の
奉
仕
、
喜
ぶ
老
人
よ
り

自
分
の
気
持
が
良
さ
、
こ
う
し
て
道
草
喰
い
な
が
ら
神
社
前
く
る
と
背
か
ら
田
中
翁
が
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
途
す
が
ら　

　

今
坂
の
上
に
老
人
の
農
夫
が
草
む
ら
寝
こ
ろ
び
、
如
何
に
も
疲
れ
た
さ
ま
で
あ
っ
た
と
の
事
、
実
は
後
押
一
件
を
話
し

都
会
人
の
み
か
国
全
体
老
人
迄
が
苦
労
の
ド
ン
底
に
茶
の
湯
な
ど
控
へ
な
く
て
は
と
語
る
内　

柳
瀬
荘
着
。　
　

　
　
　
　

七
人
の
案
内
に
井
上
侯
迄
が
警
戒
中
と
て
お
断
り　

團
さ
ん
丈
が
非
常
仕
度
と
丸
岡
老
丈
の
四
人　
　
　
　

母
屋
囲
の
間　
屏
風
に

浄
弁

短
冊　
早
苗

と
る
云
ふ
の
前
同
よ
ふ
に
時
候
過
ぎ
の

桜
湯
と
云
ふ
翁
一
流　
　

　

團
さ
ん
を
先
頭
に
丸
岡
老
お
詰
で
奥
の

且
座
居
に
移
る　
　
　
　

床
ニ
公
任

0

0

筆
　
さ
つ
き
や
み
こ
の
ひ
た
か
げ
に

も
ゆ
る
ひ
は
云
々
の　
　
　

三
溪
翁
旧
蔵
歌

を
か
け　

釜0

古
芦
屋

0

0

0

真
形

梅
地
文
予
の

旧
蔵　

風
炉
ハ
宗
四
郎
作
、　　

香　

炭
省
略
に
て

　

懐
石
ハ
向
胡
瓜
椎
茸

胡
摩
あ
へ　

器
ハ
四
方

志
野　

汁
地
味
そ

茄
子
　

椀
玉
子
豆
腐

サ
ヤ
豆
　

焼
物
岐
阜
郡
上
ノ

若
鮎　
　

　

器
織
部　

四
方
の
名
鉢
に

進
魚
ハ
雲
丹

会
寧
小
鉢
へ　

煮
物
小
芋
空
豆

ヒ
ジ
キ
　

八
寸
花
胡
瓜

鮭
燻
製　

湯　
針　
　
　

シ
ョ
ウ
ガ　

香
物
お
湯　

酒
器
祥
瑞
蓋
銚
子　
　
　
　

徳
利
備
前
緋
襷　

杯　

染
付
、
瀬
戸

菓
子
ハ
千
代
子
若
夫
人

お
手
製
太
切

と
云
ふ
お
当
家
に
ハ
目
珍
し
く
も

本
格
的
大
お
奮
発
の
献
立
に
て
香
魚
か
お
り
豊
な
若
鮎
の
佳
肴
に
美
味
を

賞
し
林
間
腰
掛
に
中
立　
　
　
　
　
　
　

魚
住
製
の
銅
羅
七
点
に

引
入
ら
れ

後
席
床
ニ
花
入　
雨
ト
ヒ

立
桶

見
立　
予
楽
院

筒
書
ニ
銘
雨
月　
野
草
二
三
色
が
清
く
活
ら
れ

雨
期
に
対
す
る
筒
銘
も
よ
く

水
指

0

0

備
前

矢
筈　

茶
入
ハ
新
兵
衛

肩
衝
　

茶
杓

0

0

庸
軒

作
　

茶
碗

0

0

蕎
麦

0

0

平
　

建
水
曲
に
て
濃
茶
が
練
ら
れ
た
。
お
手
前
ハ
流
儀
な
く

耳
庵
流　

独
自
の
面
白
さ
の
豪
傑
ぶ
り　
　

お
正
客
家
に
ハ
新
兵
衛
作

銘　

山
雀
と
云
ふ
銘
茶
入　
あ
り
そ
れ
を
承
知
で
こ
の
肩
衝
は
遜
敬
〔
マ
マ
〕し

て
の
作
意
か
、
茶
碗
ハ
無
疵
と
大
振　

り
申
し
分
な
く
、
水
指
ハ
定
評
あ
る
良
い
物
、
こ
の
備
前
を
予
が
入
札
に
て
推
薦　

し
た
頃
迄
ハ
少
々
不
満
ゲ
で
三
四
年
一
度
も
用
い
ら
れ
ざ
り
し
に

原
三
溪
翁
蔵
と
比
較
さ
れ
翁
よ
り
激
賞
さ
れ
て
以
来　
　
　
　
　
　

数
度
の
出
現
で
あ
る
。
扨
そ
の
頃
よ
り
窓
外
雨
声
を
聞

く
、
露
地
傘
に
身
を
ま
と
い
広
間
へ　

　

床
に
信
実
歌
仙

0

0

0

0

の　

巻
頭
住
吉
の
絵　

書
院
ニ
神
代　

三
個
鈴
と
云
ふ
風
に
て
い
つ
に
な
き
お
振
舞
も
緊
張
せ
ら
れ
し
は
、
去
る
六
月
の

お
正
客
茶
に
対
す
る
お
報
い
と
思
は
れ
相
伴
連
に
も
気
持　
　
　

よ
い
一
会
で
あ
っ
た
。
お
開
間
の
茶
談
に
美
術
談
或
ハ
時
局
に
対
す
る
美
術
品
保
護
方
法
と
暫
く
清
談

と
共
に
危
憂
事
態
の
推
移
に
時
を
過
し
、
降
し
き
る
雨
中
巻
ゲ
ー
ト
ル
姿
に
夕
刻
帰
宅
し
た
。　
　
　

に
は
申
分
な
き

茶
碗
で
あ
る　

長
次
郎
作
茶
碗　

志
賀
寺
宗
旦
書
付

裏
に　

志
賀
寺

と
あ
る　

已
上
特
に
拝
見
を
得
た
事
と
大
雷
雨
中
印
象
深
き
茶
を
頂
き

新
作
青
竹
花
入
を
紀
念
に
希
望
し
て
退
散
し
た
。

○
耳
庵
来
速
興
の
茶 

六
月
十
三
日 

―
―
―
―
　
ｐ
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降
る
み
降
ら
ず
み
入
梅
の
特
徴
が
朝
か
ら
蔭
欝

な
空
合
に
突
然
耳
庵
翁
よ
り　
　
　

電
話
に
て
丸
岡
帯
同
こ
れ
か
ら
小
田
原
行
き
の
途
次
貴
所

に
立
よ
る
と
の
知
せ
に
て　
　
　
　
　
　
　
　

團
家
鷺
の
幅
を
思
い
出
し

故
梅
沢
老
遺
愛
の

探
幽
筆
雨
中
の

芦
ニ
鷺
の
幅
を
掛
け　
唐
物
古
瓢
花
入
に　
　
　

庭
の
夏
草
を
活
け
て
待
つ
。

　

間
も
な
く
両
老
共
大
包
を
掲
げ
入
来
せ
ら
れ
、
実
ハ
茶
と
菓
子
を
携
帯
し
た
。
こ
こ
で
一
服
し
な
が
ら
、
過
日
の

畠
山
團
家
の
茶
会
模
放

〔
マ
マ
〕な
ど
交
し
た
い
と
の
事
に
て
、
朝
か
ら
の
風
炉
の
煮
へ
と
落
さ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

茶
入
ハ
翁
持
参
の　

余
三
の
中
次　

茶
杓
自
作
銘　
　

か
た
わ
れ
月　

茶
碗
唐
津

朝
鮮　

菓
子
又
翁
よ
り
の

羊
か
ん
に
て　
こ
こ
へ
又
老
妻
速
製
の

焼
菓
子
を
添
へ　
　
　
　

濃
茶
ヲ
練
り
啜
り
合
い
な
が
ら
茶
談
に
過
し
た
が
、
例
に
よ
り
翁
一
流
の
酷
評
が
あ
っ
た
。
然
し
茶
は
其
人
々

の
地
位
位

〔
マ
マ
〕の
環
境
雰
囲
気
に
よ
る
者　

田
舎
家
囲
炉
裏
侘
び
茶
と
同
よ
ふ
の
比
評
丈
で
は　
　
　

即
ち
知
即

〔
マ
マ
〕安
分
に
も
か
な
は
ぬ
こ
と
を
述
べ
た
。
扨
茶
が
終
り
茶
杓
拝
見
が
あ
り
翁
ハ
之
れ
は
氏
郷
作
に
も
似

た
る
名
作　

是
非
希
望
と
あ
っ
た
が
、
予
は　

こ
の
杓
こ
そ
近
来
の
快
作
と
愛
玩
せ
る
丈　

翁
に
セ
メ
ら
れ
て
ハ
と
、
実
は
他
よ
り
筒
新
調
を
求
め
ら
れ
し
杓
と
テ
イ
良
く
断
り
あ
や
ふ
く
難
を
免
れ
た　

折
し
も
目
白
夫
人
か
ら
岐
阜
郡
上
よ
り　
　
　
　

鮎
送
附
の
通
知
到
来
の
知
せ
に
翁
ハ
、
此
鮎
に
て
知
友
を
招
き
た
い
、
先
つ
井
上
侯　

團
男　

田
中
翁
ら
と
決
し

速
座
に
電
話
交
渉　

期
日
ハ
十
七
日
正
午
と
決
し
他
ハ
丸
岡
老
と
予
の
相
伴
。
出
来
れ
バ
服
部
山
楓　

中
村　

氏
を
交
へ
た
い
と
一
決
し
翁
ら
二
人
ハ
小
田
原
へ
と
辞
去　

時
に
正
午
前　
　
　
　

　
　
　
　
　

世
界
戦
ハ
枢
軸
軍
と
益
々
不
利
の
一
途
を
辿
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
九
州
工
業
地
を
襲
っ
た
敵
の
重
爆
機
ハ
今
払
暁
小
笠
原
列
島
ニ
来
襲
の
為
警
戒
報
が
発
令
さ
れ
た
。
柳
瀬
の
招

き
に
ハ
服
部　

中
村
氏
ハ
謝
絶
、
予
も
警
報
中
と
躊
躇
し
た
が
、
思
い
切
り
出
掛
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
木
か
ら
の
田
舎
道
、
人
手
不
足
に
増
産
を
勤
む
農
家
に
ハ
麦
の
刈
入
れ　

稲
床
用
意
に
若
い
連
中
の
姿
も
見
え
ず　
　
　

大
方
が
老
人
ば
か
り
。
狩
り
立
ら
れ
し
壮
年
留
主
を
守
る
ハ
年
寄
の
み
。
氷
川
の
杜
程
近
き
坂
道
を
降
る
と
リ
ヤ
ー
カ
ー
を

挽
て
道
端
に
一
人
の
老
人
が
車
上
の
家
畜
飼
料
を
積
ん
だ
車
を
眺
め
、
イ
カ
ニ
も
疲
れ
て
か
寝
こ
ろ
ん
で
い
る
。
自
分
ハ
フ
ト

こ
の
老
人
に
声
を
掛
け　

お
爺
さ
ん
こ
ん
な
荷
物
を
挽
て
お
疲
れ
だ
ろ
う
と
行
過
は
し
た
が
何
と
な
く
気
の
毒
に
思
は
れ
、
坂
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気
分
が
現
れ
て
い
る
。
程
な
く
長
露
地
を
お
主
人
の
お
迎
つ
け
に
、
服
部
君
の
お
詰
で
順
次
、
新
建
せ
ら
れ
し

　
　

新
席
へ
と
繰
り
込
む
。
お
当
主
が
茶
に
親
し
ま
れ
し
以
来
急
速
に
露
地
改
造
せ
ら
れ
、
蹲
前
に
は　
　

　
　
　
　
　
　

孟
宗
竹
の
植
込
青
管
の
す
が
す
が
し
く
狭
い
囲
い
の
内
に
も
主
人
好
み
の
趣
味
が
あ
ぶ
れ
、
所
謂
破
竹
の
勢
い
と
で

も
云
ふ
べ
き
か
。
空
は
初
夏
の
雷
雲
が
シ
キ
リ
に
去
来
す
る
中
を
入
席
す
る
と
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

床
に
青
竹

0

0

の
切
立

尺
八
花
入
に
大
山
蓮
が
葉
組
も
よ
く

挿
れ
て
い
る
。　
各
器
集
蔵
の
お
当
家
に
し
て
こ
の
青
竹
花
入
を
用
い
ら
れ

し
は
露
地
の
青
管
を
用
い
新
機
軸
の
発
露
と
見
へ
る
。　

こ
の
作
意
に
よ
っ
て
も
御
主
人
の

新
英
茶
略
を
敬
服
す
る
。　
　
　

風
炉
唐
金　

切
り
合　

釜0

住
吉
釜

0

0

0

ト

称
す
る

書
附
ニ
「
此
釜
ハ
住
吉
屋
宗
無
所
持
、
信
長
公
名

物
記
ニ
有
之
中
西
土
佐
ニ
伝
来
、
三
条

釜
師
西
村
三
右
衛
知
哉　

添
状
文
由
緒
書
二
通
有
る
太
郎
庵
源
良

所
持
と
あ
り
」
扨
お
懐
石
ハ　

利
休
折
敷
に
て　

向
鯛
巻　

ハ
サ
ビ　

器
ハ
祥
瑞

平
皿　

汁
小
蕪
葉
つ
き

地
み
そ　
　

に
て

　

焼
物
サ
ワ
ラ
の

ブ
ツ
切
　

器
新
物

手
鉢　

強
魚
若
鳥
、
ウ
ド

生
湯
葉　
　
　

重
箱
に
箱
根
菜
園
の

青
豆
添
へ
　

進
魚
雲
丹
を　
　
　

黄
瀬
戸
六
角
に　
湯
八
寸
ハ　

省
略
さ
れ
た

香
物
ア
チ
ャ
ラ

漬
を　

三
島
の
鉢
ニ　
酒
器
銚
子　
　

祥
瑞
鳥
ツ
マ
ミ　

杯
三
ツ
組
捻　
菓
子
お
手
製

水
羊
か
ん
　
お
粗
末
な
食
事
と
の
前
ふ
れ
も
似
ぬ　
　

珍
味
の
お
献
立
を
お
主
人
の
給
仕
で
頂
く

其
頃
あ
や
ぶ
ん
で
い
た
空
は
地
軸
も
ク
ダ
け
ん
大
雷
雨
と
な
り
、
附
近
に
落
雷
忽
ち
停
電
と
云
ふ
有
様
。
若

し
こ
れ
が
敵
の
空
爆
で
あ
ら
ば
一
連
往
生

〔
マ
マ
〕こ
の
世
の
物
で
は
な
い
か
と
其
の
物
凄
さ
に
お
び
え
る　
　
　

こ
ん
な
訳
で
中
立
は
廊
下　
　

外
椅
子
間
に
通
さ
る
　

こ
こ
は
彩
画
合
天
上　

と
な
っ
て
い
る　
支
那
六
朝
時
代
の
石
仏
、
平
安
朝
の
仏
像
、
青
貝
入
書
架
に
ハ

　

唐
時
代
土
偶
な
ど
が
陳
列
せ
ら
れ
て
あ
っ
た　
　
　
　
　
　

　

後
席
床
ニ
津
田

0

0

宗
及
の
短
冊
「
よ
そ
に
や
は
す
す
し
き
か
け
も
夏
の
夜
ハ

あ
く
る
も
志
ら
ぬ
箱
崎
の
ま
つ　

宗
及

」
な
ん
と
云
ふ
季
節
適
切
な
歌
味
の
深
さ　

先
公
博
多
お
出
身
と
云
い
、
天
正
の
頃
秀

吉
名
護
屋
出
陣
の
折
宗
及　
　
　

休
ら
と
共
に
箱
崎
に
て
の
茶
の
湯
を
催
せ
し
頃
も
偲
ば
れ
て
嬉
し
く　

水
指

0

0

ハ
古
瀬
戸

筒　

茶
入

0

0

古
備
前
緋

襷
肩
衝　

袋
■
漢

東
　

茶
杓

0

0

江
月

0

0

作　
　
　

筒
ニ
江
月
和
尚
と
あ
る　

茶
碗

0

0

高
麗

桧
籬

建
水
木
地
曲

青
竹
引
切
　

以
上
に
て
濃
茶
を
頂
く　

お
手
前

も
至
極
あ
ざ
や
か
に
て

小
間
の
茶
が
終
っ
た
頃　

宇
宙
の
自
然
大
雷
鳴
も
静
ま
り
雨
も
小
降
り
と
な
っ
た
。
露
地
の
風
情
も
雨
の
為
一
入
で
あ
る　
　
　

お
広
間
に
動
坐
す
る
と
之
れ
又　

床
に
探
幽
筆
雨
中
に
鷺
の
幅
、
こ
の
構
図
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
降
の
雨
中
に
鷺
二
羽　
　

上
部
に
ハ
月
を
絵
き
し
変
化
を
見
せ
た
頂
上
幅
が
驟
雨
一
過
の
直
前
に
速
応
し
た
幅
が
掛
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
お
主
人
が

俄
に
襲
い
し
大
雷
雨
に
処
し
予
定
の
幅
を
変
更
せ
ら
れ
て
の
速
興
と
察
ら
れ
た
。　

　

床
内
に
砧
青
磁

0

0

0

鐔
形

花
入
に
卯
の
花
が

活
ら
る
　

琵
琶
床
ニ
蒔
絵
の

硯
箱
　

土
風
炉
ニ
四
方

釜
　

水
指

0

0

御
本
割

フ
タ

茶
入
唐
物　

モ
ー
ル
中
次

茶
杓
ハ
牙　

茶
碗

0

0

染
附
片
身
替

0

0

0　

鉄
砂
釉
馬
の
絵　

替
出
雲　
　

権
兵
衛
作　
已
上
美
代
さ
ん
に
代
点
に
て
干
菓
子
麦
粉
打
物
で
お
淡
を

巡
服
し
た
。
猶
予
ハ
電
話
で
希
望
せ
る　
　
　
　
　
　

　

長
次
郎

0

0

0

作
銘
志
賀
寺

0

0

0

茶
碗　
　
　

拝
見
を
乞
い
、
心
よ
く
展
示
を
得

た
は
意
外
な
仕
合　

こ
の
黒
茶
碗
は
釉
掛
り
厚
く
火
度
強
き　

為
釉
薬
ワ
キ
そ
れ
丈
寂
も
深
く
侘
び

　

お
道
具
組
合
せ
も
仏
縁
に
因
み
し
お
心
入
れ
、
こ
れ
程
の
お
催
を
今
日
の
一
会
に
時
局
柄
に
も
お
催
し
を
得

た
事
ハ
現
在
軍
事
産
業
に
多
忙
を
極
め
ら
れ
る
お
主
人
の
自
己
歓
楽
の
為
な
ら
ぬ
を
考　
　
　
　
　

へ
自
分
は
深
く
銘
記
し
た
。
扨
無
準
筆
骨
頂
の
図
ハ
、
普
通
肖
像
画
に
見
る
大
幅
で
な
く
約
巾
一　
　
　

尺
程
の
小
幅
で
あ
る
丈
小
間
の
床
に
も
適
幅
で
あ
る
。
釜
の
肌
の
好
さ　

釻
附
も
面
白
く
、
尹
部
手
桶
形

水
指
は
稀
に
見
る
型
に
て
喜
し
く
、
茶
碗
ハ
色
目
枇
杷
色
に
て
井
戸
に
見
る
釉
薬
の
具
合
い
古
高
麗
の
堂　
　
　

 

々
た
る
物
に
宗
長
棗
の
良
く
取
り
合
い
し
に
は
敬
服
し
た
。
銘
の
観
世
音
に
至
り
て
ハ
猶
更
で
あ
る
　
　
　

厨
子
披
露
の
為
か
く
迄
畠
山
お
一
家
の
歓
待
振
り
を
得
た
事
ハ
参
列
一
同
深
く
其
の
お
厚
意
に
感
謝

せ
ら
れ
予
ハ
一
段
の
面
目
を
ほ
ど
こ
し
夕
闇
せ
ま
る
頃
一
同
退
却
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

○
千
駄
谷
團
家
の
夜
会（

２
（ 

六
月
六
日 

―
―
―
―
　
ｐ
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米
英
軍
が
北
仏
上
陸
を
敢
行
の
報
伝
る　

今
日
團
さ
ん
か
ら
夜
食
の
お
案
内
で
参
入
す
る
と
、
門
前
に
て
今
日
の
寄
附
ハ　
　
　
　
　

千
手
院

〔
マ
マ
〕（
３
（
と
の
事
に
て
玄
関
よ
り
庭
を
先
ず
御
堂
に

詣
す
。
先
公
時
代
赤
星
家
よ
り
移
建
せ
ら
れ
し

御
堂
に
ハ
平
安
上
期
の　
　
　
　
　

　

乾
漆
阿
弥
陀
坐
像
が
安
置
せ
ら
れ
、
護
摩
壇
に
ハ
仏
具
皆
具
も　
　

備
い
特
に
先
公
と
奈
良
巡
遊
の
折　

予
が
推
供
し
た
鎌
倉
時　
　

代
鍍
金
の
輪
宝
な
ど
壇
の
四
角
に
飾
ら
れ
、
本
尊
右
側
壇
上
に
ハ
先
代
お
信
仰
の
鎌
倉
期
の
不
動
明
王
の

尊
像
、
左
壇
上
に
ハ
弘
仁
時
代
十
一
面
観
世
音
像
等
が
安
置
せ
ら
れ
、
尊
く
も
壮
観
で
あ
る
。
猶

御
堂
前
に
ハ
江
州
某
寺
旧
蔵
鎌
倉
時
代
石
燈
籠
ハ
、
其
形
式
と
作
行
の
美
ハ
洵
に
堂
々
た
る
名
石
燈
で

あ
る
已
上
を
拝
し
千
手
院
待
合
に
入
る
と
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
千
手
院
ハ
一
部
仏
堂
式
な
構
造
に
て
、
凡
ソ
径
尺
八
寸
に
餘
る
鉄
輪
入
大
円
柱
が
中
央
に
あ
る
。
こ
の
壁
床
に

（
稚
児
太
子
の
像
）
着
色
截
金
蓮
華
台
坐
像
が
掛
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

鎌
倉
時
代
陀
羅
尼

0

0

0

0

0

壮
厳
経　

一
巻　
額
絵
彩
色

十
羅
刹

が
白
檀　
宝
相
華
刻
花
足

金
銀
螺
鈿
嵌
入
軸
盆
上
に　
こ
の
軸
盆
ハ
陀
羅
尼
経
ノ
為　

先
公
よ
り
特
に
予
に
依
嘱　

　

製
作
せ
る
天
平
式

華
紋
の
軸
架　

で
あ
る　
猶
稚
児
太
子
の
像
は
、
当
家
蔵
木
彫
立
像
阿
弥
陀
尊
体
内
よ
り
発
見
せ
ら
れ

し
平
安
朝
期
の
各
仏
画
ナ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

次
の
間
に
ハ
金
地
小
屏
風

に
て
構
い
　

風
炉

0

0

時
代
蓮
花
形

　
　
五
葉　

ニ
霰
地
文

鉄
瓶

時
代
根
来

八
角
盆
ニ
汲
出
、
振
出
朝
鮮
唐
津

根
来
の
出
し
台
が
備

へ
ら
れ
て
あ
る
。
猶
仏
画
の
前
に
ハ

唐
物
香
炉
と
云
ふ
飾
付　
　
　
　
　
　

扨
お
合
客
ハ
（
松
永
耳
庵
、
親
美
翁
、
中
村
好
古

伊
勢
の
服
部
君
に
予
の
五
名　
　

）
こ
の
入
念
な
待
合
の
さ
ま
か
ら

も
お
先
代
に
対
す
供
養　
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下
附
に
て
十
二
畳
一
間
半
床

書
院
付　

地
袋
棚
構
へ
に

次
の
間　
又
長
十
二
畳
外
廊
下

極
彩
色
襖
と
云
ふ

豪
壮
な
建
蔵
〔
マ
マ
〕物

に
て
、
当
家
々
人
は
こ
の

建
物
を
御
殿
と
称
へ
て
い
る
。　
　
　
　
　

般
若
苑
ハ
其
の
名
の
如
く
元
奈
良
市
外
奈
良
坂
所
在
の
巨
刹
般
若
寺
中
現
存
建
物
中
の
最
も
古

く
伝
は
り
し
庫
裡
を
移
建
せ
ら
れ
し
為
の
名
称
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
般
若
苑
よ
り
御
殿
大
広
間
に
通
ず
る
、
長
さ
七
間
余
の
長
廊
下
に
ハ
織
部
瓦
の
敷
土
間
と
な
り　

上
屋
附
と
な
っ
て
い
る
。
御
殿
次
の
広
間
西
側
花
鳥
絵
着
手
襖
四
枚
の
内
側
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
火
室

鋼
鉄
捲
上
戸
扉
内
に
厨
子
は
安
置
さ
れ
不
慮
の
災
害
を
防
ぐ
完
全
な
装
備
が
な
さ
れ
て
あ
る
。

処
が
今
日
は
こ
の
厨
子
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
広
間

0

0

0

床
上
に
安
置
せ
ら
れ
て
あ
り
内
部
ハ
本
尊
阿
弥
陀
如
来
丈

　
　
前
に
中
尊
寺
形
螺
鈿　

春
日
卓　
附
属
金
具
類
ハ　

書
院
に
陳
列
さ
れ

祖
先
霊
牌
龕
合
二
基
及
び
、

田
中
親
美
翁
普
門
品
写
経　
　

壮
厳
台
紙
二
巻
は
鍍
金
宝
相
華
透
経
筒
に
納

之
又
二
個
が　
　
　
　
　

堆
朱
巻
物
盆
と
共
に　

地
袋
棚
に
飾
れ
て
あ
る　

こ
の
展
観
に
観
者
の
弁
を
は
か
ら
れ
如
斯
お
取
扱
を
得
た
事
ハ
、
写
経
の
筆

者
田
中
翁
を
初
め
、
関
野
君
及
び
厨
子
ハ
元
よ
り
其
全
部
の

意
匠
構
造
迄
托
さ
れ
し
自
分
に
ハ
此
上
な
き
光
栄
と
感
激
に
耐
へ
ず
。
只
経
筒
及
内
外
の
金
具
調　

製
に
努
力
し
良
く
自
分
の
意
見
を
用
い
製
作
せ
ら
れ
た
小
杉
君
の
不
参
を
遺
憾
に
思
ふ

側
に
備
え
て
あ
る
懐
中
電
機
を
用
い
内
部
の
蒔
絵
螺
鈿
の
手
法
等
詳
細
に
観
察
し
た
。
前
田　

稲
木
の
両
君
ハ

元
よ
り
博
物
館
田
山
君
な
ど
斯
く
迄
と
は
想
蔵

〔
マ
マ
〕し
な
か
っ
た
と
見
え
、
多
少
意
外
の
感
に
打
た
れ
し
よ
ふ
で

あ
っ
た
。
私
ハ
こ
の
厨
子
依
嘱
以
来
満
五
ヶ
年
に
な
ん
な
ん
と
一
斎
〔
マ
マ
〕の

ほ
か
の
製
作
を
排
し
一
意
こ
の
厨
子
に
熱

中
し
一
面
畠
山
氏
お
夫
婦
の
寛
大
な
依
嘱
が
こ
の
成
果
を
得
た
こ
と
に
改
め
感
謝
に
た
え
な
い　
　
　
　
　
　
　
　

　

自
分
は
こ
の
製
作
に
対
し
て
ハ
工
芸
家
と
し
て
将
来
に
残
す
べ
き
作
品
と
感
念
し
利
害
を
抛
擲
し
身
血
を
そ
そ
ぎ

し
為
今
日
の
不
健
康
を
か
も
し
た
が
、
作
者
に
と
り
今
日
程
否
永
遠
の
喜
び
な
い
と
思
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

扨
観
覧
が
終
り
大
廊
子
〔
マ
マ
〕に

出
て
各
自
唐
木
造
り
の
手
摺
に
よ
り
、
亀
ヶ
岡
の
名
園
を
眺
め
な
が
ら
、
奥
さ
ん
の
お

進
ら
れ
た
お
手
製
の
菓
子
を
頂
き
、
お
召
上
り
後
ハ
庭
よ
り
お
席
へ
と
の
案
内
に
て　
　
　
　
　
　

松
永
さ
ん
を
先
頭
に
茶
席
毘
沙
門
堂
に　
こ
の
間
田
中
翁
や
関
野
君
ら
の
初
参
の
人
々
と
共
に
小
流
の

石
橋
を
渉
り
庭
内
を
一
巡
し
、
流
の
蹲
に
身
を
浄
め
順
次　

入
席
す　

床
に
ハ
利
休
所
持

古
織
伝
来
前
田
家
旧
蔵
の
無
準

0

0

師
範
の
墨
蹟　
臨
済

0

0

の

図　

　
表
装
中
綾
文
白
地
、　　
　
　

上
下
浅
黄
紙
、
一
風
白
地
印
金

釜0

古
芦
屋

猿
地
紋　

釻
附

0

0

　

筒
形

風
呂　
宗
四
郎

作　
　
　

水
指

0

0

備
前
尹
部

0

0

手
桶　

　

蓋
塗
も
の

　

茶
入

0

0

宗
長

0

0

小
棗

不
昧
公
箱　

茶
杓

0

0

松
花
堂
共
筒

銘
く
れ
竹
　

茶
碗

0

0

高
麗
大
振
り

銘
観
世
音

0

0

0

桑
山
可
斎
所
持　
　

箱
ニ
多
可
屋
よ
り

と
あ
る

已
上
の
外　
床
に
銅
柄
香
炉
を

青
漆
内
朱
の
盆
ニ　

香
合

0

0

藤
原
時
代

蓮
片

0

0

彩
絵
を
飾
ら
れ　

お
濃
茶
が
練
ら
れ
、
一
同
お
手
前
を
巡
服
し
た
。

○
般
若
苑
厨
子
開
扉
の
茶 

六
月
四
日 

―
―
―
―
　
ｐ
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畠
山
家
よ
り
依
嘱
に
依
っ
て
昭
和
十
二
年
着
工
以
来
満
四
ヶ
年
を
つ
い
や
し
努
力
精
進
し
て
昨
秋
漸
く
全
部
が
完
成

し
、
其
本
尊
阿
弥
陀
如
来
尊
像
も
知
友
美
術
学
校
教
授
関
野
聖
雲
君
に
嘱
し
白
檀
材　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
て
見
事
昨
秋
出
来
を
見
た
。
同
家
で
ハ
其
の
労
を
慰
め
ん
為
関
野
君
ハ
元
よ
り
予
の
知
己
や
同
情
者
を
招
き　
　
　
　

厨
子
開
き
を
予
の
都
合
で
い
つ
で
も
催
し
た
い
と
の
厚
意
で
あ
っ
た
が
、
時
節
柄
其
の
期
を
得
ず
、
時
局
ハ
益
々
非
な

る
際
、
極
少
数
に
留
め
今
日
お
催
を
願
っ
た　
　
　
　
　
　

小
杉
君
ハ
郷
里
旅
行
不
参
、
老
妻
ハ
又
名
古
屋
行
不
在
の
為　
出
席

者
ハ
（　
松
永
翁
お
夫
婦　

田
中
親
美
、
稲
木
春
千
里　
　
　
　

田
山
博
物
館
鑑
査
官　

関
野
聖
雲
氏　

前
田
南
斎　

予　
）

時
刻
前　
松
永
翁
お
夫
婦
が
道
順
と
て
立
寄
れ
し
も
、
同
行
す
る
関
野
君
ら
の
遅
着
で
前
行
を
願
い
一
行
の
到
着
を
待
ち　
　

正
午
般
若
苑
着　

先
つ
般
若
苑
広
間
に
通
る
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

床
に
一
休
和
尚

0

0

0

0

　
　
筆　

諸
悪
無
行

0

0

0

0

の
一
行
に
時
代

大
籠
花
入

に
名
花

数
色
が
挿
れ
て
あ
る　
広
い
園
内
に
ハ
先
着
の
耳
庵
お
夫
婦
に
田
中
翁
ら

が
逍
遥
中
、
間
も
な
く
田
山
氏
も
来
着
。　
　
　

耳
庵
翁
を
正
客
に

順
次
着
座
す
る
と　

お
主
人
お
夫
婦
か
ら
改
め
お
挨
拶
あ
り
、
仰
木
君
が
寝
食
を
忘
れ
完
成
し
て
く
れ
、
本
尊
も
関

野
教
授
の
努
力
に
よ
り
予
期
以
上
見
事
の
本
尊
出
来
し
、
畠
山
家
の
家
宝
の
一
個
と　

云
ふ
よ
り
国
家
的
名
厨
子
を
得
た
の
を
喜
び
、
今
日
皆
さ
ん
と
共
に
両
君
を
謝
し
、
并
て
御
声
援
の
皆
様
に
も
改
め
お
覧

を
願
た
く
時
局
の
折
お
招
し
た
が
、
何
の
振
舞
も
出
来
ま
せ
ん
。
粗
末
な
お
蕎
麦
を
差
上
ま
す
と
予
に
取
り
光
栄
な
挨
拶　

が
あ
り
お
夫
婦　

に
て
膳
部
の
お
運　

膳
ハ
春
日
の　

日
の
出
盆　

蕎
麦
椀
ニ
無
地

蒔
絵
の
杯　
薬
味
入

添
へ

銀
チ
ロ
リ
に
て
銘
酒
の
進
も
お
二
人
に
て
一
巡
後

お
主
人
も
相
伴
の
坐
に
つ
か
る
次
い
で

夫
人
の
運
び
で
蒔
絵
二
段
重
ニ
山
海
の
珍
味

佳
肴
の
盛
会
二
組
が
進
ら
る
。
こ
の
際
八
田
君
酒
間
を
斡
旋
す
。
続
い
て　
　

お
椀
に
鰤
に
豆
入
餅　

こ
れ
が
終
る
と
お
主
人
ハ
座
を
立
ち

大
平
鉢
に
鯛
の
刺
身
に　
　

胡
瓜
の
青
々
と

色
ど
り
よ
く
運
ば
れ
亦
一
巡
お
酌
を
勧
ら
れ
る
と
云
ふ
接
待
ぶ
り
に
耳
庵
翁
初
め
、
こ
れ
は
こ
れ
は
と

目
を
見
張
り
て
驚
嘆
さ
れ
る
と
云
ふ
有
様
、
去
る
二
日
の
柳
瀬
貯
蔵
鯛
と
は　
　
　
　
　

雲
泥
の
相
違
。
予
は
松
永
夫
人
に
向
い
今
日
は
何
か
の
辻
占
で
も
あ
る
よ
ふ
で
す
と
顔
見
合
せ
微
笑
し
た
。　
　
　
　
　
　

こ
れ
で
終
り
と
満
服
に
よ
い
気
持
で
い
る
と
之
ハ
又
朱
の
蓋
附
大
食
籠
が
持
出
れ
た
。
一
同
ナ
ン
デ
あ
る
か
と
注
視
す
る
と

笹
巻
寿
司
が
山
程
盛
れ
て
あ
る
。
鯛
鰤
ア
ナ
ゴ
と
云
ふ
見
事
な
お
寿
司
、
お
主
人
ハ
庭
園
の
笹
を
用
い
た
と
、
成
程　
　

庭
内
に
ハ
熊
笹
が
密
生
し
て
い
る
。
満
服
と
遠
慮
し
な
が
ら
、
正
客
又
五
ツ
を
取
上
ら
れ
る
と
云
ふ
有
様
に

て
豪
服
の
聞
へ
あ
る
親
美
翁
は
こ
れ
は
こ
れ
は
と
ば
か
り
重
分
な
飽
食
ぶ
り
。
他
の
人
々
又
の
が
す
べ
き
や
、
い
つ
か
大
椀
ハ
空
と
な
り

愈
々
お
湯
で
も
出
る
か
と
待
つ
内
、
意
外
に
も
、
鈍
阿
写
ノ
ン
コ
ウ
風
赤
楽
皿
に
又
天
婦
羅
キ
ス
、
ア
ナ
ゴ　

鰤　

シ
ャ
コ
と　
　
　

云
ふ
大
盤
振
舞
に
然
も
お
替
り
迄
出
る
と
云
ふ
次
第
、
互
に
満
服
と
云
い
な
が
ら
品
な
替
れ
ば
又
何
と
や
ら
、
最
後
ハ　
　
　

客
の
方
か
ら
お
断
り
す
る
程
の
大
馳
走
に
私
ハ
お
夫
婦
の
こ
の
お
歓
待
に
少
な
か
ら
ず
面
目
を
ほ
ど
こ
し
心
か
ら
感
激
し
た
。

食
事
が
す
む
と
庭
か
ら　

広
間
へ
と
お
案
内　

こ
の
広
間
と
称
す
る
建
物
ハ
十
年
程
前
元
加
州

前
田
家
の
重
臣

横
山
男
爵
家
の
二
間
続
き
唐
木

手
摺
付
一
間
見
晴
廊
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○
柳
瀬
山
荘
の
小
集 

五
月
二
日 

―
―
―
―
　
ｐ
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柳
荘
の
和
尚
も
淋
し
と
見
え
又
も
さ
そ
い
出
し
、
こ
の
頃
ハ
買
出
部
隊
も
取
締
厳
重
で
東
上
線
は
多
少
楽
で
あ
っ　
　

た
。
縣
君
か
ら
池
袋
で
待
合
せ
の
通
知
で
正
確
に
待
っ
た
が
一
時
間
以
上
彼
れ
は
姿
を
見
せ
ず
止
む
な
く
出
掛
る

と
、
前
行
に
三
人
連
を
見
掛
け
た
。
そ
れ
は
縣
君
に
小
林
古
径　

前
田
青
邨
君
ら
で
あ
っ
た
。
馬
鹿
正
直
に
待
ち
し　
　

自
分
の
愚
さ
、
柳
瀬
に
着
い
た
が
時
間
が
早
い
と
か
で
何
の
用
意
も
な
い
。
前
日
稲
木
春
千
里
君

（
１
（か
ら
寄
贈
の
鶏
肉
を
夫

人
に
呈
し
独
り
農
園
を
一
巡
し
て
帰
る
と

前
茶
を
呈
し
た
い
と
て
且
座
席
へ　
　
　
　

床
に
無
準

師
範
墨
蹟
松
浦
家

旧
蔵
　

釜

繰口　

風
呂
宗
四
郎　
　
　

木
地
の
水
指

　

茶
入
金
輪
寺

裏
に
清
と
朱
書　
茶
杓　

疎
安
作
銘
黒
白　
茶碗
蕎
麦　
菓
子
ハ
葛
餅

に
て
濃
茶
を
頂
き
清
談
し
た　

墨
蹟
ハ
山
澄
に
長　
　

く
あ
り
し
物
上
出
来
と
も
見
へ
ず

茶
碗
そ
ば
は
生
れ
は
良
け
れ
ど
如
何
に
も
疵
多
く
然
し
良
い
茶
碗
で
あ
っ
た
。
扨
食
事
の
用
意
も
出
来
た
と

　
　
　
母
家
囲
炉
裡
の
間
に
帰
る
と
屏
風
を
構
い
予
の
旧
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
弁
の
短
冊　

早
苗
と
る
云
々
の
季
節
の
歌
が
掛
り　

鯛
の
昆
布
〆　

糟
汁　

椀　
鯛
の
浜
焼
な
ら
ぬ

　
　
焼
置
の
古
物　

鰤
の
塩
焼　
　

八
ツ
頭
ヒ
ジ
キ
と
云
ふ
戦
時
食
、
こ
の
鯛
た
る
や
奥
さ
ん
の
話
で
ハ
一
週
間
前
か
ら
冷
蔵
倉
に
入
れ
た
物
、
私
は
心
配
し
て　
　

い
ま
す
か
ら
、
ア
ナ
タ
は
食
る
の
お
を

〔
マ
マ
〕よ
し
な
さ
い
と
中
々
お
住
意

〔
マ
マ
〕、
見
る
と
紫
色
に
変
色
し
て
い
る
。

其
上
六
月
過
ぎ
の
糟
汁
に
は
、
何
に
し
て
も
耳
庵
翁
無
茶
ぶ
り
、
食
料
不
足
と
て
餘
り
に
ヒ
ド
過
る
。
扨

　
　

淡
茶
迄
進
ら
れ
た
。
離
の
広
間
に
て

床
ニ
宗
達
筆　

蓮
の
横
物　
朝
鮮
飯
銅

に
銀
瓶
　

水
指
な
く　
茶
入
ハ

一
閑
平　

茶
碗
刷
毛
目

小
服
　

銘
蝸
牛　
替
唐
津
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
刷
毛
目
は

金
沢
の
数
寄
者
旧
蔵
と
て
細
野
老　
　

推
薦
と
聞
き
、
何
と
云
ふ
悪
物
か
偽
物
の
大
疵
、
私
は
辞
退
し
て
唐
津
で
頂
戴
し
た
。
近
来
世
の
様
深
刻
と
な
り　
　

有
産
階
級
程
戦
々
恐
々
の
折　

翁
ハ
全
家
山
荘
に
疎
開
さ
れ
な
が
ら
其
心
境
や
察
し
ら
れ
る
も
、
此
の
不
安
な
交
通
難

に
知
人
を
招
き
こ
の
振
舞
ハ
お
気
毒
で
も
あ
り
遺
憾
で
も
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

何
と
云
ふ
て
も
翁
の
近
情
ハ
お
同
情
す
る
外
な
く
、
身
辺
よ
り
遠
か
る
人
の
多
い
に

　

広
い
待
合
に
合
客
の
姿
も
見
え
ぬ

　

す
る
と
間
も
な
く　

田
中
親
美
翁
到
着
さ
る
。
久
し
く
会
な
か
っ
た
が
、
翁
も
大
分
時
局
や
つ
れ
か
、
そ
れ

共
昨
年
来
若
い
夫
人
が
出
来
て
の
た
た
り
か
ら
か
衰
へ
気
味　
　
　

今
一
人
相
客
あ
る
と
の
事　

そ
れ
は
瀬
津
君
、
こ
れ
が
又
延
着　
　
　
　
　
　

待
合
に
ハ　
其
角
の
筆
引
舟
の
画　

少
々
あ
や
し
い
物　
玩
具
の
よ
う
な
小
さ
い

風
呂
釜
に
て
お
湯　

先
ヅ
三
人
は
迎
ら
れ
庭
に
降
り
立
つ
。
春
雨
降
し
き
る
庭
園
も
流
石
の
タ
シ
ナ
ミ
手
入
も
行
き
届
き
初
夏
緑
に

雨
を
ふ
く
み
好
い
気
分
で
中
服
の
御
堂
に
詣
す
。
立
像
の
観
音
像
に
経
筒
に
白
い
花　

仏
具
な
ど
整
ッ
て
い
る

こ
の
雨
中
御
堂
に
案
内
せ
ら
れ
し
は
、
今
日
の
催
し
が
御
堂
落
慶
供
養
の
茶
で
あ
る
事
を
迹
で
聞
さ
れ
た

　
　

丘
を
降
り
新
席
小
間
に
通
る
と

　

床
ニ
公
任

筆　

懐
紙
文
ニ
不
耐
■
賀
忽
成
御
号
解
除

抜
華
意
如
何
■
道
■
各

云
々
の
五
行
、
田
中
さ
ん
の
説
で
ハ
公
任
と
云
ふ
よ
り
行
成
な
ら
ん
と
、
但
し

前
後
の
文
字
に
脱
字
又
ハ
消
し
多
く
翁
ハ
讃
詞
で
あ
っ
た
が　
　
　
　

釜
ハ
芦
屋　

梅
地
文

風
炉
ハ

黄
銅
　

扨
懐
石
ハ
炭
を
略
し

利
休
角
切　

折
敷
ニ
向
鯛
の

甘
酢　

器
ハ
乾
山

百
合
写　

汁
地
み
そ

春
き
く
水
辛

　

椀
若
鳥
骨
附

青
味　

　

焼
物
ハ
モ　

器
志
野
手
鉢

中
古
品
　

強
魚
若
筍
ニ

湯
葉

煮
込　
進
め
魚

生
貝
　

赤
絵
小
鉢
ニ　
八
寸
鮭
薫
製

青
豆　
　

　

香
の
物
茄
子

古
漬　

唐
津
の
沓　
酒
器
粉
引
徳
利　

杯
青
磁
八
角
、
捻
等　
こ
の
外
海
老
の
天
婦
羅
迄
特
配
せ
ら
れ
し
は
、
時
節
柄
に
も
似

ぬ
お
振
舞
に
重
分
賞
味
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

中
立
は
広
間
廊
下
の

構
に　
　
　
　

銅
羅
の
引
入
れ
に
て

再
入
席　
　
　

花
入

0

0

ハ
不
昧
公
作

と
云
ふ

一
重
切
ニ
花
白
鉄
仙

一
輪　
　
　

水
指

0

0

信楽
筒

茶
入

0

0

薩
摩

肩
衝　

茶
杓
庸
軒
作

銘
郭
公　

茶
碗

0

0

小
貫
入　
建
水
砂
張　

已
上
の
道
具
組
に
て
未
亡
人
の
手
点
に
て
濃

茶
を
頂
く　

菓
子
ハ
饅
頭
で
あ
っ
た　
　
　
　
　
　
　
　

お
茶
一
巡
の
後

広
間
に
動
座
　

床
に
澤庵
筆
緑
水
青
山

0

0

0

0

の
一
行
は
季
節
に

適
幅　
　
　
　

備
前
花
入
に
牡
丹
、
床
脇
に
ハ　
　

神
護
経
一
巻
チ
ツ

0

0

上
に

　

水
指

0

0

染
附
葡
萄
棚

0

0

0

八
角

　
　
長
板
飾
り　
　

茶
入
無
地

平　
　

茶
杓

0

0

宗
和
作

銘
拾
得　

茶
碗
御
本
替

絵
唐
津　

干
菓
子
打
も
の
紅
白

水
果
子
な
ど

危
機
迫
る
爆
撃
下
御
堂
の
建
設
、
そ
し
て
其
披
露
茶
を
催
さ
れ
る
亡
未
人
の
心
構
へ
と
云
い
、
季
節
に

適
い
し
道
具
組
に
て
知
人
に
振
舞
し
嗜
み
に
敬
服
し
な
が
ら
五
時
過
ぎ
帰
宅
し
た
。　
　
　
　
　



47

（
影
印
本
上
巻
の
頁
番
号
）

○
井
之
頭
野
水
庵
の
茶 

六
月
十
九
日
　
昼
　

雨 

―
―
―
―
　
ｐ

479

戦
況
ハ
益
々
不
利
、
本
土
各
地
は
米
機
の
空
爆
に
惨
状
を
呈
し
、
如
何
に
全
国
民
苦
闘
す
る
も
挽
回
の
見
通
し
は

望
め
な
き
迄
に
逼
迫
し
た
。
我
家
に
も
去
る
六
日
長
男
に
も
赤
紙
召
集
令
が
来
り
、
十
二　
　
　

日
に
千
葉
柏
部
隊
に
入
隊　

十
五
日
に
家
族
面
会
日　

翌
十
六
日
ハ
第
一
線
に
出
立
と
言
ふ
悲
愴
な
事
態
ニ

追
つ
め
ら
れ
る
と
云
ふ
有
様
、
刻
々
と
迫
る
情
勢
に
茶
の
湯
所
で
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
五
日
の
節
句
に
柳
瀬
に
招
か
れ
、
お
一
家
団
欒
の
会
食
に
茶
を
喫
し
た
外
中
絶
し
て
い
る
。　
　
　

其
の
折
使
は
れ
し
、
銅
の
花
入
は
神
通
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
型
は
良
く
て
も
新
物
の

致
方
な
き
物
、
翁
も
お
数
寄
で
あ
る
が
独
断
で
ハ
時
折
大ケ

疵ガ

を
さ
れ
る
よ
ふ
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
よ
り
も
水
指
に
、
下
服
薬
罐
を
使
は
れ
し
に
ハ
一
驚
し
注
意
し
て
取
替
を
乞
ふ
と
云
ふ
滑
稽
も
あ
っ
た
。
扨
今

日
ハ
井
の
頭
に
招
か
れ
て
い
る
の
で
松
永
さ
ん
か
ら
途
中
お
寄
す
る
と
の
事
で
昨
日
中
村
君
来
遊
の
折
珍
花
を
携
へ　
　
　
　
　

ら
れ
た
の
を
、
古
信
楽
蹲
花
入
に
挿
け
て
待
つ
。
窓
外
春
雨
降
り
し
き
る
中
を
翁
来
着
さ
れ
、
花
ヲ
賞
玩
さ
れ
た
に
つ
き
、
中
村

君
よ
り
の
到
来
を
語
る
と
実
ハ
昨
日
十
時
に
電
話
し
て
、
一
寸
訪
ね
た
い
と
申
込
み
し
に
、
只
今
外
出
か
け
と
て
断
は
れ
て
、
扨
ハ
こ
こ
へ
来

る
為
の
断
か
と
残
念
が
ら
れ
は
、
花
が
良
い
と
て
談
茶
を
望
マ
レ
盆
点
で
一
服
差
上
げ
井
の
頭
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
料
不
足
に
各
自
軒
端
園
菜
に
必
用
の
際
、
其
の
種
や
苗
に
も
不
自
由
な
時
と
て
、
途
中
井
の
頭
の
店
頭
で
茄
子
や
胡
瓜　
　
　
　

の
苗
を
見
付
た
が
前
約
あ
る
と
困

〔
マ
マ
〕れ
漸
く
四
本
老
母
に
ネ
ダ
ッ
タ
が
包
も
物
が
な
い
の
で
古
新
聞
で
も
と
求
め
た
が
こ
れ
又
断
り
し
の
み
か

奥
か
ら
十
七
八
の
娘
が
出
て
、
入
れ
物
が
な
け
れ
ば
お
母
さ
ん
断
り
な
さ
い
と
ケ
ン
モ
ほ
ろ
ろ
の
言
葉
に
、
こ
の
小
娘
さ
へ
こ
ん
な
無
愛
想
な

言
葉
つ
か
い
を
す
る
世
の
中
に
な
っ
た
か
と
、
人
心
ま
で
廃
退
し
行
く
不
満
の
内
に
、
店
頭
に
捨
て
あ
る
里
芋
の
葉
に
包
み
野
水
庵
に　
　
　

『
雲
中
庵
茶
会
記
』
翻
刻
稿
　

⑨

後
藤
　
恒

　

今
回
は
、
仰
木
政
斎
著
『
雲
中
庵
茶
会
記
』
全
二
十
冊
の
う
ち
、
第
八
冊
途
中
の
昭

和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
か
ら
、
同
冊
末
す
な
わ
ち
昭
和
十
九
年
十
月
ま
で
の
記

述
の
翻
刻
稿
を
掲
載
す
る
。

　

こ
の
時
期
は
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
に
お
け
る
大
敗
、
サ
イ
パ
ン
島
の
陥
落
を
経
て
日
本

本
土
は
米
軍
の
大
型
爆
撃
機
に
よ
る
空
襲
の
脅
威
に
曝
さ
れ
、
戦
局
は
い
よ
い
よ
切
迫

す
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
も
数
寄
者
た
ち
は
茶
の
湯
を
通
じ
た
交
遊
を
続
け

た
。
仰
木
は
自
庵
で
の
茶
事
の
ほ
か
、
松
永
耳
庵
、
畠
山
即
翁
、
服
部
山
楓
ら
の
茶
事

に
招
か
れ
た
時
の
様
子
や
根
津
美
術
館
で
の
展
観
の
こ
と
等
を
記
述
し
て
い
る
。
な
か

で
も
や
は
り
多
い
の
が
柳
瀬
山
荘
に
お
け
る
松
永
の
茶
事
で
あ
る
。
交
通
機
関
の
運
行

が
制
限
さ
れ
、
山
荘
へ
向
か
う
の
も
一
苦
労
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
仰
木
は
松
永
か
ら

の
度
々
の
招
き
に
応
じ
、
都
度
そ
の
時
の
様
子
を
事
細
か
に
記
録
し
て
い
る
。
時
局
へ

の
不
安
に
加
え
、
い
さ
さ
か
食
傷
気
味
で
あ
っ
た
と
み
え
、
松
永
の
茶
に
対
す
る
批
判

的
な
書
き
ぶ
り
も
増
え
て
い
る
。

（
ご
と
う
ひ
さ
し　

福
岡
市
美
術
館
学
芸
課
長
）

凡　

例

•

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
仰
木
政
斎
著
・
味
岡
敏
雄
編
の
影
印
本
『
雲
中
庵
茶
会
記
』（
限
定
版
・
非
売
品
、
平

成
九
年
発
行
）
を
底
本
と
し
た
。

•

　

影
印
本
と
照
合
す
る
際
の
便
宜
を
考
え
、
項
目
ご
と
に
影
印
本
の
当
該
ペ
ー
ジ
番
号
を
表
示
し
た
。

•

　

漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
、
常
用
漢
字
に
含
ま
れ
な
い
漢
字
及
び
一
部
の
人
名
表
記
で
は
原

文
の
ま
ま
と
し
た
。

•

　

変
体
仮
名
は
現
用
字
体
に
改
め
た
。

•

　

踊
り
字
は
原
則
と
し
て
同
音
の
平
仮
名
表
記
に
改
め
た
が
、「
々
」
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

•

　

固
有
名
詞
の
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
。

•

　

固
有
名
詞
以
外
の
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
や
文
意
が
通
じ
な
い
部
分
は
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
適
宜
傍

ら
に
〔
マ
マ
〕
を
付
す
か
、
註
記
し
た
。

•

　

原
文
に
お
い
て
著
者
に
よ
り
文
字
の
訂
正
が
な
さ
れ
た
部
分
は
、
新
た
に
書
か
れ
た
文
字
の
み
を
示
し
た
。

•

　

原
文
に
お
い
て
補
記
と
し
て
傍
ら
に
加
え
ら
れ
た
文
字
は
、
丸
括
弧
に
入
れ
て
行
内
の
該
当
箇
所
に
入
れ
た
。

•

　

区
切
り
符
号
の
位
置
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
文
意
に
沿
っ
て
翻
刻
者
が
句
点
と
読
点
を
区
別
し
た
。

•

　

判
読
不
能
の
文
字
は
■
で
示
し
、
判
読
困
難
な
文
字
に
つ
い
て
推
定
し
た
も
の
は
□
で
囲
ん
だ
。

•

　

前
号
ま
で
に
註
記
し
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
註
記
を
省
略
し
た
。
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